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災害に備えて—雨の中の総合防災訓練



消
防
団
と
は

　
消
防
団
は
、
古
く
は
江
戸
時
代
の
江
戸

町
火
消
し
、
明
治
時
代
の
消
防
組
に
つ
な

が
る
歴
史
を
持
ち
、
戦
後
、
消
防
組
織

法
で
各
市
町
村
に
設
置
さ
れ
た
消
防
機

関
で
、
現
在
は
全
国
で
約
２
，３
０
０
団
、

団
員
数
は
約
88
万
人
に
も
及
び
ま
す
。

　
消
防
職
員
が
勤
務
す
る
消
防
署
と
は
異

な
り
、
火
災
や
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

と
き
に
自
宅
や
職
場
か
ら
現
場
へ
駆
け
つ

け
、消
火
活
動
や
救
助
活
動
を
行
い
ま
す
。

消
防
団
員
は
、
本
来
の
仕
事
や
学
業
、
家

事
な
ど
を
し
な
が
ら
活
動
す
る
非
常
勤
特

別
職
の
公
務
員
で
、
地
域
の
消
防
防
災
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
そ
の
地
域
に
密
着
し
、

住
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
と
い
う
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

大
震
災
で
活
躍

　
東
日
本
大
震
災
や
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
は
、
地
震
発
生
直
後
の
住
民
の
避
難
誘

導
や
復
興
に
向
け
た
が
れ
き
の
撤
去
な
ど

を
、
各
地
域
の
消
防
団
が
率
先
し
て
行
い

ま
し
た
。
特
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

は
、
消
防
団
を
中
心
と
し
た
近
隣
住
民
が

建
物
の
下
敷
き
に
な
っ
た
多
く
の
人
を
救

出
し
て
お
り
、
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
る

消
防
団
員
が
活
躍
し
ま
し
た
。

地域の安全・安心は 
あなたの手で

〜消防団に入りませんか〜
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消
防
団
の
現
状

　
各
市
町
村
は
、
地
域
の
実
態
に
あ
っ
た

消
防
団
組
織
や
団
員
数
を
確
保
し
、
地
域

に
必
要
な
体
制
を
整
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
し
か
し
、
全
国
の
団
員
数
は
、
消
防
署

設
置
率
が
10
％
程
度
で
あ
っ
た
昭
和
29
年

は
２
０
０
万
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、

90
％
を
超
え
た
昭
和
60
年
に
は
１
０
３
万

人
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
減
少
を

続
け
、
現
在
で
は
約
88
万
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
全
国
的
に
団
員
が
減
少
し
て
い
る
要
因

は
、
団
員
の
高
年
齢
化
に
伴
い
退
団
者
が

増
加
す
る
一
方
で
、若
年
層
人
口
の
減
少
、

農
村
・
中
山
間
地
域
の
人
口
減
少
、
就
業

者
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
な
ど
、
消
防
団
の

入
団
対
象
と
な
っ
て
い
た
年
齢
層
か
ら
入

団
者
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
消
防
団
も
例
外
で
は
な
く
、
毎
年
入

団
者
の
確
保
に
た
い
へ
ん
苦
慮
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
高
齢
化
が
著
し
い
北
山

地
区
や
柿
野
洞
地
区
で
は
、
機
能
別
消
防

団
を
設
置
す
る
な
ど
消
防
団
の
定
数
を
確

保
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
市

域
全
体
で
は
未
だ
、
人
材
は
不
足
し
て
い

ま
す
。

消
防
団
組
織

　
市
消
防
団
は
、
10
の
分
団
と
５
つ
の
機

能
別
消
防
団
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
分
団
ご
と
に
定
数
は
決
ま
っ
て

い
ま
す
。

消
防
団
員
に
な
る
に
は

　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
で
18
歳

以
上
の
健
康
な
人
で
あ
れ
ば
、
入
団
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
女
性
消
防
団
員
も
募
集
し
て
い

ま
す
。
女
性
の
み
で
機
能
別
消
防
団
を
編

成
し
、
地
域
の
防
火
指
導
や
広
報
活
動
、

応
急
手
当
な
ど
女
性
の
特
性
を
生
か
し
た

消
防
団
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
入
団
日
は
毎
年
４
月
１
日
で
す
。
自
分

が
育
っ
た
ま
ち
、
自
分
が
暮
ら
す
ま
ち
、

自
分
が
働
く
ま
ち
を
安
全
で
安
心
な
ま
ち

に
す
る
た
め
に
、
あ
な
た
の
力
を
発
揮
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
郷
土
愛
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
あ
な
た
を
待
っ

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
消
防
本
部
消
防
課
ま
た
は

近
所
の
消
防
団
員
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
消
防
本
部
消
防
課

　
℡
22
―
5
1
2
1

　
チ
ャ
ン
ネ
ル
長
良
川
の
山
県
市
広
報
番

組「
清
流
と
緑
の
ま
ち　

や
ま
が
た
」
10

月
放
送
で
も
山
県
市
消
防
団
を
紹
介
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

山県市消防団（団本部）

第
1
分
団（
高
富
地
区
）

第
2
分
団（
富
岡
地
区
）

第
3
分
団（
梅
原
地
区
）

第
4
分
団（
桜
尾
地
区
）

第
5
分
団（
大
桑
地
区
）

第
6
分
団（
伊
自
良
地
区
）

第
7
分
団（
い
わ
桜・北
山
地
区
）

北
山
隊（
機
能
別
）

第
8
分
団（
北
武
芸・富
波
地
区
）

第
9
分
団（
西
武
芸
地
区
）

第
10
分
団（
乾
地
区
）

柿
野
洞
隊（
機
能
別
）

ラ
ッ
パ
隊 ラ

ッ
パ
隊（
機
能
別
）

予
備
隊（
機
能
別
）

女
性
隊（
機
能
別
）

500

520

540

560

580

600

25

27

29

31

33

35
（人） （歳）

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

団員数 平均年齢
条例定数
（人）

団員数
（人）

平均年齢
（歳）

平成16年 600 587 30.1
平成17年 600 588 30.1
平成18年 600 575 30.0
平成19年 600 560 30.3
平成20年 600 553 30.6
平成21年 600 550 30.8
平成22年 600 570 32.0
平成23年 600 571 32.3
平成24年 540 527 33.1
平成25年 540 513 33.5

山県市消防団　団員数・平均年齢の推移
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消防団に入って新しい仲間ができた

　5年前に家を建てて市内に引っ越して来た
ので、当時同年代で知り合いは一人もいませ
んでした。消防団に入ったきっかけは、消防
団員が勧誘に来たことです。最初は、知らな
い人ばかりで嫌でしたが、話をするうちに私
のように引っ越して来た人も何人かいること
がわかり、活動を重ねるたびに仲間が増え、
活動にも興味がわいてきました。消防車で水
利点検をしていると地域の人と接する機会も
多く、地域との結びつきを強く感じるように
なりました。

　うちのお父さんは、消防団が大好きです。私
たち家族も地域のために働いているお父さんは
誇りです。子どもたちも、消防団の服を着たお
父さんに「かっこいい」といつも言っています。
　わが家は子育て世代で育児が大変ですが、い
きいきとしたお父さんを見ることができること、
地域のためにがんばるお父さんの背中を子ど
もに見せることができ、教育上良いのではな
いかと思い陰ながら協力しています。ずっと続
けられるのはつらいかもしれませんが、任期
中は一生懸命頑張ってほしいと思います。

　消防団に入団して今年で11年になります。
入団当初は「少しでも役に立てれば」と思って
いましたが、決まりや先輩団員は厳しくない
かなどと不安でいっぱいでした。しかし、実
際に入団してみると、決まりも思いのほか厳
しくなく、先輩団員も親切で面倒見のいい人
ばかりで入団して本当によかったと思いま
す。消防と聞くだけで入団したくないという
人もいるかもしれませんが、入ってみると職
種の違う人などの話も聞けて結構楽しいです
よ。

　私は山県市社会福祉協議会で勤務していま
す。職業柄、高齢者と接する機会が多いので、
いざという時のために年に1回、普通救命講習
を受講しています。以前、仕事中に施設利用者
の女性が急に倒れた時、率先して行動すること
ができました。そんな経験から、応急手当普及
員の資格を取得し、消防団活動を通じて、多く
の市民にその知識を広めたいという思いが生ま
れてきました。消防団というと男性というイ
メージがあるかも知れませんが、女性だからで
きることもたくさんあります。私たちと一緒に
女性隊（団員）として活動してみませんか。

山県市消防団第1分団

団員　青山正広 さん

山県市消防団第6分団

分団長　佐村太一 さん
山県市消防団第9分団

分団長　小森一輝 さんの妻 千賀子 さん

山県市消防団女性隊（機能別消防団員）

団員 高木里奈 さん（左から２人目）

地域のために働くお父さんは
わが家でもヒーローです

僕たちと消防団活動しませんか

消防団で学んだ技術を
仕事でも生かせる
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消
防
団
の
活
動

○
火
災
・
災
害
時
の
活
動

　
団
員
自
身
の
安
全
を
第
一
に
消
火
活
動

を
行
い
ま
す
。
場
所
に
よ
っ
て
は
、
消
防

署
よ
り
先
に
現
場
に
到
着
し
、
初
期
消
火

活
動
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
毎
月
２
回
の
定
期
活
動

　

お
お
む
ね
毎
月
１
日
は
機
械
器
具
点

検
、15
日
は
分
団
定
例
会
議
を
行
い
ま
す
。

　
機
械
器
具
点
検
は
、
20
時
か
ら
22
時
ま

で
の
間
に
当
番
制
で
車
両
や
ポ
ン
プ
、
積

載
品
な
ど
を
点
検
し
、
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
備
え
ま
す
。
分
団
定
例
会
議
は
、

分
団
員
全
員
が
20
時
に
分
団
詰
所
に
集
合

し
、
連
絡
事
項
な
ど
の
報
告
周
知
、
分
団

活
動
の
協
議
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
管
内
巡
視
は
、
火
災
予
防
や
防

犯
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。
実
施
日
や

実
施
内
容
は
各
分
団
に
よ
り
多
少
異
な
り

ま
す
。

○
自
治
会
の
自
主
防
災
会
の
訓
練
指
導

　
自
治
会
が
独
自
で
行
う
防
災
訓
練
に
参

加
し
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
指

導
、
補
助
を
行
い
ま
す
。

○
地
域
行
事
な
ど
に
協
力

　
地
域
で
行
わ
れ
る
ま
つ
り
な
ど
の
警
備

を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

消防団の年間行事
 1 月　消防出初式
 3 月　消防団入団式
 5 月　市消防操法大会
 8 月　県消防操法大会
　 　　市総合防災訓練
11月　機動演習
12月　年末特別夜警

年末特別夜警 消防出初式

消防団入団式機動演習

市消防操法大会
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平
成
24
年
度
山
県
市
決
算
状
況

企
画
財
政
課

℡
22
¦
6
8
2
5

　
平
成
24
年
度
の
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算

書
な
ど
の
決
算
関
係
書
類
は
、
い
ず
れ
も

関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
、
決
算

計
数
は
関
係
諸
帳
簿
な
ど
と
符
合
し
て
お

り
、
適
正
で
あ
る
と
監
査
委
員
に
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

差
引
額
の
う
ち
、
一
般
会
計
は
２
億 

５
千
万
円
を
剰
余
金
積
立
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
な

ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の

か
、
市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況

に
あ
る
の
か
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
す
る
た
め
、「
山
県
市
財
政

事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条

例
」
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
24
年

度
の
決
算
状
況
と
平
成
25
年
度
予
算

の
執
行
状
況
な
ど（
平
成
25
年
７
月

末
現
在
）を
公
表
し
ま
す
。

　
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
不

足
す
る
額
１
億
９
，４
３
４
万
円
は
、
当

年
度
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
資
本
的

収
支
調
整
額
４
８
６
万
円
、
減
債
積
立
金

６
６
４
万
円
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保

資
金
１
億
８
，２
８
４
万
円
で
補
て
ん
し

ま
し
た
。

　
前
年
度
に
比
べ
、
市
民
１
人
あ
た
り
が

納
め
た
税
金
は
約
２
千
円
減
り
、
市
民
１

人
あ
た
り
に
使
っ
た
お
金
は
約
１
万
３
千

円
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
貯
金
に
当
た
る

基
金
は
約
１
万
５
千
円
増
え
、
借
金
に
当

た
る
市
債
は
約
４
万
円
減
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

決
算
審
査
意
見
書（
審
査
の
結
果
）

平
成
24
年
度
決
算
状
況

水
道
事
業
会
計
決
算
状
況

一
般
会
計
分
を

市
民
１
人
あ
た
り
に
す
る
と

会　計　名 歳入決算額 執行率 歳出決算額 執行率 差引額

一　般　会　計 132億3,647万円 98.8% 126億   118万円 94.0% 6億3,529万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 38億1,762万円 98.3% 36億6,055万円 94.2% 1億5,707万円
介 護 保 険 22億1,990万円 89.1% 20億5,608万円 82.5% 1億6,382万円
後期高齢者医療 2億4,580万円 97.9% 2億4,256万円 96.6% 324万円
簡 易 水 道 事 業 1億1,039万円 101.3% 9,536万円 87.5% 1,503万円
農業集落排水事業 4億6,394万円 98.6% 4億6,348万円 98.5% 46万円
公共下水道事業 5億4,375万円 70.3% 4億7,578万円 61.5% 6,797万円
高 富 財 産 区 305万円 127.4% 199万円 83.1% 106万円
合　　　計 206億4,096万円 96.5% 195億9,701万円 91.7% 10億4,394万円

区　　　分 予算現額 決　算　額

収益的

収　　　入 4億2,195万円 4億1,531万円

支　　　出 4億1,503万円 4億    58万円

差　　　引 692万円 1,473万円

資本的

収　　　入 1億3,774万円 1億   910万円

支　　　出 3億7,488万円 3億   344万円

差　　　引 △2億3,714万円 △１億9,434万円

市　　税　　100,777円（前年度比  2,449円の減）

歳出決算額　428,306円（前年度比12,606円の増）

基金残高　　268,257円（前年度比14,503円の増）

市債残高　　743,477円（前年度比40,273円の減）

平成25年3月31日現在人口　29,421人
	 （前年比320人の増）
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一
般
会
計
の
主
な
施
策

一
般
会
計
決
算
の
内
訳

総　　 務　　 費

ぎふ清流国体・ぎふ清流大会山県市開催競技等運営事業 3億8,352万円

衆議院議員・県知事・市議会議員選挙 3,948万円

自主運行バス等運行事業 9,543万円 

民　　 生　　 費

生活保護扶助費 1億1,763万円 

福祉医療費助成事業 3億3,809万円 

障がい者自立支援給付事業 3億5,787万円 

子ども手当給付事業 4億3,855万円 

衛　　 生　　 費

予防接種事業 4,281万円 

ごみ処理事業 1億4,933万円 

し尿処理事業 1億7,298万円

クリーンセンター管理事業 4億1,178万円 

労　　 働　　 費 緊急雇用創出事業 819万円 

農 林 水 産 業 費 野生鳥獣被害防止助成金 1,004万円 

土　　 木　　 費 道路改良工事(設計委託等含む) 1億2,805万円 

消　　 防　　 費 防災拠点施設整備事業 1億3,459万円 

教　　 育　　 費
小中学校施設飛散防止用ガラスフィルム貼り工事 6,699万円 

パソコン教室用パソコン等更新事業 3,242万円 

市税
約29.6億円 22.4％

総務費
約18.9億円
15.0％

民生費
約35.3億円
28.0％

公債費
約25.5億円
20.2％

教育費
約10.4億円
8.3％

その他
約3.4億円
2.7％

消防費
約8.7億円
6.9％
土木費
約6.4億円
5.1％

農林水産業費
約5.9億円 4.7％

衛生費
約11.5億円
9.1％

国・県支出金
約15.9億円 12.0％

地方交付税
約54.1億円
40.9％

市債
約12.7億円 9.6％

その他
約5.6億円 4.2％

その他
約14.5億円 10.9％

自主財源
33.3％

依存財源
66.7％

歳入
約132.4
億円

性質別
約126.0
億円

歳出
約126.0
億円

義務的
経費
52.0％

その他
37.5％

投資的
経費

10.5％

人件費
約24.7億円
19.6％

扶助費
約15.3億円
12.1％

公債費
約25.5億円
20.3％

その他
約4.4億円 3.5％
繰出金
約15.8億円
12.5％
補助費等
約9.2億円
7.3％

物件費
約17.9億円
14.2％

普通建設費
約13.2億円 10.5％

災害復旧費 0％
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地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
度
の
山

県
市
財
政
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
早
期
健
全
化
基
準

　
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
い
ず
れ
か
が

早
期
健
全
化
基
準
以
上
の
場
合
、
財
政
の

早
期
健
全
化
の
基
本
方
針
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定（
議
会
の

議
決
が
必
要
）や
外
部
監
査
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
、
自
主
的
な
改
善
努
力
に
よ
る

財
政
健
全
化
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
財
政
再
生
基
準

　
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
い
ず
れ
か
が

財
政
再
生
基
準
以
上
の
場
合
、
国
な
ど
の

関
与
に
よ
る
確
実
な
再
生
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
財
政
の
再
生
を
図
る
た
め
、

財
政
健
全
化
計
画
よ
り
も
詳
細
な
財
政
再

生
計
画（
議
会
の
議
決
が
必
要
）を
定
め
、

総
務
大
臣
に
協
議
し
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。こ
の
同
意
が
な
い
場
合
は
、

災
害
復
旧
事
業
な
ど
を
除
き
、
地
方
債
の

起
債
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
計
画

し
て
い
る
事
業
が
資
金
不
足
の
た
め
実
施

で
き
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
他
、
財
政
再
生
計
画
に
基
づ
い
て
予
算

を
編
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
平
成
25
年
７
月
31
日
現
在（
平
成
25
年
４
月
〜
７
月
）の
状
況
で
す
。

　
人
口
２
９
，２
９
０
人　
世
帯
数
１
０
，８
０
２
世
帯（
平
成
25
年
７
月
31
日
現
在
）

■
資
金
不
足
比
率

　
公
営
企
業
ご
と
の
資
金
の
不
足
額
が
、事

業
の
規
模
に
対
し
て
ど
の
程
度
あ
る
か
を

示
す
も
の
で
す
。
平
成
24
年
度
で
対
象
と

な
る
す
べ
て
の
公
営
企
業
は
黒
字
と
な
っ

て
お
り
、不
足
額
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
財
政
健
全
化
・
経
営
健
全
化
審
査
意
見

　
審
査
に
付
し
た
財
政
健
全
化
判
断
比
率

お
よ
び
資
金
不
足
比
率
な
ら
び
に
、
そ
れ

ら
の
算
定
基
礎
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た

書
類
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
か
ら
適
正
に

作
成
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

財
政
健
全
化
判
断
比
率
な
ど

平
成
25
年
度
財
政
状
況
の
公
表

歳入 歳出
予算現額 125億8,000万円 予算現額 125億8,000万円
収入済額 42億7,198万円 支出済額 22億1,092万円
収入率 34.0% 執行率 17.6%

歳入 上段：予算現額　下段：収入済額 歳出 上段：予算現額　下段：支出済額

市  税
みなさんに納めていただ
いた市民税や固定資産税
など

28億8,731万円
総 務 費 一般事務経費、戸籍住民

基本台帳費など
14億1,098万円

10億9,663万円 3億  687万円

地方消費
税交付金

県が徴収した地方消費税
の一部を県内市町村に対
して交付するお金

2億5,000万円
民 生 費 社会福祉費、児童福祉費、

生活保護費など
36億8,253万円

6,033万円 8億9,602万円

地 方 交
付 税

地方交付税法に基づき交
付される普通交付税およ
び特別交付税

50億5,000万円
衛 生 費 保健衛生費、ゴミの収集・

処理の清掃費など
11億8,128万円

23億6,566万円 2億7,585万円

国 庫
支 出 金

国から市に対して交付さ
れる負担金、補助金など

9億4,249万円
土 木 費 道路の維持・新設改良費、

公園の整備費など
9億4,594万円

1億5,032万円 5,264万円

県支出金 県から市に対して交付さ
れる負担金、補助金など

6億4,372万円
教 育 費 小・中学校の経費、社会

教育費など
10億8,188万円

3,121万円 3億  139万円

市　　 債

学校・道路の建設などの
ために一時的に多額の費
用が必要なとき、市が長
期に資金の借り入れをす
ること

9億8,580万円
公 債 費 地方債（市債）の元利償還

金

27億1,601万円

0万円 1,139万円

そ の 他
繰入金、分担金及び負担
金、自動車取得税交付金、
諸収入など

18億2,068万円
そ の 他 消防費、商工費、議会費、

農林水産業費など
15億6,138万円

5億6,783万円 3億6,676万円

合　　　　　　計
125億8,000万円

合　　　　　　計
125億8,000万円

42億7,198万円 22億1,092万円

一
般
会
計

の
状
況

区　分 実 質 赤
字 比 率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比 率

将 来 負
担 比 率

平成24年度 — — 18.6％ 77.5％

平成23年度 — — 18.7％ 89.7％

早 期 健 全 化
基 準 13.52％ 18.52％ 25.0％ 350.0％

財政再生基準 20.00％ 40.00％ 35.0％

平成24年度山県市財政健全化判断比率

実質赤字比率と連結実質赤字比率は赤字額がないため、「—」
を表示してあります。
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企業会計	 減債積立金残高　　　 4,950万円
		  企業債残高	 　26億2,279万円

市
債
借
入
残
高
の
状
況

市
税
の
内
訳

基
金
残
高
の
状
況

基　金　名 現　在　高
財政調整基金 36億3,042万円 
減債基金 11億1,053万円 
教育施設整備基金 2,251万円 
魅力あるまちづくり基金 9億5,681万円 
消防施設整備基金 1億1,793万円 
合併振興基金 16億　197万円 
地域福祉基金 5億4,808万円 
土地開発基金 －
国民健康保険基金 4億7,599万円 
介護給付費準備基金 3億3,745万円 
その他の基金 3億　635万円 

合            計 91億　804万円 

区　　　分 現　在　高
一 般 会 計 分 218億6,313万円 

普   通   債 48億4,891万円 
災 害 復 旧 債 891万円 
臨 時 財 政 対 策 債 60億3,448万円 
合 併 特 例 債 101億5,198万円 
その他一般会計分 8億1,885万円 

簡 易 水 道 事 業 分 10億2,010万円 
農 業 集 落 排 水 事 業 分 34億7,011万円 
公 共 下 水 道 事 業 分 41億5,098万円 

合               計 305億　432万円 

予算現額 1人あたりの
負担額

1世帯あたり
の負担額

市 民 税 13億  833万円 44,668円 121,119円

固 定 資 産 税 13億7,612万円 46,983円 127,395円

軽 自 動 車 税 6,235万円 2,129円 5,772円

た ば こ 税 1億4,000万円 4,780円 12,961円

そ の 他 の 税 51万円 17円 47円

合 計 28億8,731万円 98,577円 267,294円

特別会計名 予算現額 収入済額 支出済額

国 民 健 康 保 険 37億4,500万円 10億2,631万円 9億5,655万円

介 護 保 険 26億1,081万円 7億  144万円 5億4,039万円

後 期 高 齢 者 医 療 2億5,900万円 5,748万円 3,184万円

簡 易 水 道 事 業 1億  776万円 3,471万円 857万円

農 業 集 落 排 水 事 業 4億5,786万円 4,422万円 1,321万円

公 共 下 水 道 事 業 9億9,459万円 8,705万円 2,263万円

高 富 財 産 区 189万円 106万円 4万円

水道事業
区　　　　　分 予算現額 収入・支出済額

収　益　的
収　　　入 4億2,718万円 1億1,571万円

支　　　出 4億1,709万円 2,801万円

資　本　的
収　　　入 3億6,253万円 383万円

支　　　出 5億7,279万円 403万円

■
特
別
会
計

■
企
業
会
計

■
基
金
と
は

　
あ
る
目
的
の
た
め
に
、財
産
を
維
持
し
、

資
金
を
積
み
立
て
、
ま
た
は
定
額
の
資
金

を
運
用
す
る
な
ど
の
た
め
に
設
け
た
資
金

で
す
。

■
市
債
と
は

　
資
金
の
借
り
入
れ
を
年
度
を
越
え
て
行

う
も
の
で
す
。

特
別
・
企
業
会
計
の
状
況
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企
画
財
政
課　
℡
22
︱
６
８
２
５

あ
し
た
天
気
に
な
あ
れ
♪

　
～
男
も
女
も
暮
ら
し
や
す
く
～

　
「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
Ｄ
Ｖ
）」と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
夫（
妻
）や
恋
人
、
同
せ
い
相
手
、
元
夫

な
ど
、「
親
密
な
関
係
に
あ
る
男
性（
女
性
）

か
ら
女
性（
男
性
）に
対
し
て
ふ
る
わ
れ
る

暴
力
」の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被

害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
は
、
女
性

に
対
す
る
暴
力
だ
け
で
な
く
、
男
性
に
対

す
る
暴
力
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
配

偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
の
被
害
者
の
多
く

は
女
性
で
す
。
こ
う
し
た
背
景
の
一
つ
に

は
、
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意

識
や
経
済
力
の
格
差
な
ど
、
男
性
優
位
の

社
会
的
構
造
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
く
最
近
ま
で
、
夫
な
ど
か
ら
の
暴
力

に
対
し
て
社
会
の
関
心
は
あ
ま
り
大
き
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
夫
か
ら
妻
な
ど
へ

の
暴
力
は
、
犯
罪
と
な
る
行
為
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
加
害
者
で
あ
る
夫
に
罪

の
意
識
が
薄
く
、
社
会
に
お
い
て
も「
夫

婦
げ
ん
か
は
犬
も
食
わ
な
い
」
な
ど
と
し

て
相
手
に
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
身

内
な
ど
に
相
談
し
て
も
か
え
っ
て
責
め
ら

れ
た
り
、
世
間
体
を
気
に
し
て
口
止
め
さ

れ
た
り
し
、
そ
し
て
被
害
者
自
身
も「
私

が
悪
い
か
ら
」と
自
分
を
責
め
た
り
、「
自

分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
」
と
ひ
た
す
ら
堪
え

忍
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
被
害
者
が
一
人
で

苦
し
ん
で
い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
に
は
、身
体
的
暴
力
だ
け
で
な
く
、

精
神
的
暴
力
や
性
的
暴
力
、
経
済
的
暴
力

も
あ
り
ま
す
。

身
体
的
暴
力

　

な
ぐ
る
・
け
る
、
物
を
投
げ
つ
け
る
、

首
を
し
め
る
、
刃
物
な
ど
を
ち
ら
つ
か
せ

脅
か
す
、
た
ば
こ
の
火
を
押
し
あ
て
る　

な
ど

性
的
暴
力

　
望
ま
な
い
性
的
行
為
を
強
要
す
る
、
避

妊
に
協
力
し
な
い
、
見
た
く
な
い
ポ
ル
ノ

や
雑
誌
を
見
せ
る　
な
ど

精
神
的
暴
力

　
「
誰
の
お
か
げ
で
飯
が
食
え
る
ん
だ
」

「
役
立
た
ず
」「
能
な
し
」
と
い
っ
た
暴
言

を
吐
く
、
話
し
か
け
て
も
無
視
を
す
る
、

交
友
関
係
を
監
視
・
規
制
す
る
、
人
前
で

侮
辱
す
る　
な
ど

経
済
的
暴
力

　
生
活
費
を
負
担
し
な
い
、
外
で
働
き
収

入
を
得
る
こ
と
を
妨
げ
る
、
お
金
を
取
り

上
げ
る
、
借
金
を
重
ね
る　
な
ど

　
こ
う
し
た
暴
力
は
、
多
く
の
場
合
繰
り

返
し
ふ
る
わ
れ
、
暴
力
や
言
葉
に
よ
っ
て

傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
で
心
理
的
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
、
被
害
者
は
逃
げ
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
暴
力
を
ふ
る
う
人
に
は
次
の
よ

う
な
周
期
が
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
人
に

当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
く
、
周
期
に
も

個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

緊
張
期　
イ
ラ
イ
ラ
し
て
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
で
機
嫌
が
悪
く
な
る

爆
発
期　
緊
張
が
高
ま
り
暴
力
を
ふ
る
う

ハ
ネ
ム
ー
ン
期　
別
人
の
よ
う
に
優
し
く

な
る

　

被
害
者
は
ひ
ど
い
暴
力
を
受
け
て
も
、

そ
の
後
、
優
し
く
さ
れ
る
た
め「
今
度
こ

そ
暴
力
が
な
く
な
る
か
も
…
」
と
期
待
し

て
し
ま
う
の
で
す
。

　

全
国
の
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
関
係
す

る
相
談
件
数
」は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

岐
阜
県
の
相
談
施
設
は
９
カ
所
。
平
成
24

年
度
は
女
性
１
，０
４
４
件
、
男
性
７
件

の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
で

悩
ん
で
い
る
あ
な
た
、「
夫
婦
間
の
問
題

だ
か
ら
」
と
自
分
で
解
決
し
よ
う
と
し
た

り
、「
私
も
悪
か
っ
た
か
ら
、仕
方
が
な
い
」

と
我
慢
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
ど
ん
な
暴
力

で
あ
っ
て
も
、
暴
力
を
ふ
る
う
ほ
う
が
悪

い
の
で
す
。ま
た
、た
と
え
家
庭
内
で
あ
っ

て
も
許
さ
れ
る
暴
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勇

気
を
ふ
る
っ
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
配
偶
者
暴
力
相
談
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
５
８

−

２
７
４

−

７
３
７
７

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

全国における配偶者からの暴力相談件数

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

男性
女性

（出典：内閣府男女共同参画局）

【
連
載
第
4
回
】

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
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市
公
共
交
通
会
議
は
、『
み
ん
な
で
つ

く
り
、
守
り
、
育
て
る
生
活
交
通
』
を
基

本
理
念
と
し
た「
市
公
共
交
通
総
合
連
携

計
画
」
を
８
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
市
民
・
バ
ス
事
業
者
・
市
が
協
力
し

た
公
共
交
通
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
今
回
の
変
更
な
ど
は
、
地
区
自
治
会
連

合
会
が
主
催
し
た
地
域
バ
ス
調
整
会
議

で
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
検
討
し
た
結
果
で

す
。
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
バ
ス
の

利
用
、
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
の
検
討
へ
の

参
加
な
ど
、
ご
協
力
願
い
ま
す
。

10
月
改
正
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
自
主
運
行
バ
ス
の
う
ち
、
ハ
ー
バ
ス
大

桑
線・伊
自
良
線
、
岐
北
線
神
崎
系
統
は
、

10
月
１
日
か
ら
一
部
ル
ー
ト
の
変
更
、
ダ

イ
ヤ
改
正
な
ど
を
行
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

９
月
号
広
報
と
併
せ
て
配
布
し
た「
自
主

運
行
バ
ス
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
ま
た
は
市
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
ハ
ー
バ
ス
大
桑
線
の
ル
ー
ト
変
更
・
ダ

イ
ヤ
改
正

•「
四
国
山
香
り
の
森
公
園
」経
由
の
ル
ー

ト
を
変
更
、
下
斧
田
地
区
に「
四
国
山

公
共
交
通

対
　
　
策
地
域
の
皆
さ
ん
の
検
討
に
よ
る

ル
ー
ト
変
更
・
ダ
イ
ヤ
改
正

香
り
の
森
公
園
口
」バ
ス
停
を
新
設

•
栢
野
地
区
に「
栢
野
」バ
ス
停
を
新
設

•
一
部
の
便
を「
幸
報
苑
」に
乗
り
入
れ

•
ル
ー
ト
変
更
と
バ
ス
停
新
設
に
伴
う
ダ

イ
ヤ
の
調
整

▼
ハ
ー
バ
ス
伊
自
良
線
の
ル
ー
ト
変
更
・

ダ
イ
ヤ
改
正

•
高
校
へ
の
通
学
や
通
院
に
利
用
し
や
す

く
す
る
た
め
、
平
日
の
ダ
イ
ヤ
を
変
更

•
発
着
点
を「
伊
自
良
湖
口
」～「
岐
北
病

院
前
」に
変
更

•「
伊
自
良
湖
口
」「
平
井
公
民
館
」「
神

宮
橋
」バ
ス
停
を
新
設

•
朝
夕
の
一
部
の
便
は
、
山
県
グ
リ
ー
ン

ポ
ー
ト
、
山
県
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
へ

の
乗
り
入
れ
を
中
止

▼
岐
北
線
神
崎
系
統
の
ダ
イ
ヤ
改
正

•
日
祝
日
に
も
運
行（
平
日
・
土
曜
日
は

一
部
減
便
）

•
一
部
の
便
の
谷
合
で
の
乗
り
継
ぎ
時
間

を
短
縮

問•
運
行
状
況
や
忘
れ
物
に
関
す
る
こ
と

　
岐
阜
バ
ス
高
富
営
業
所
℡
22

−５
０
１
０

•
自
主
運
行
バ
ス
に
関
す
る
こ
と

　
企
画
財
政
課
℡
22

−

６
８
２
５

リポーターの堺梨乃です。10月の放送内容はこちら。

●広報やまがた今月号P2～5でも特集している「消
防団」を紹介します。

●「元気もりもり！やまがたっ子」では、「大桑小学
校」を紹介します。

毎日１回15分間放送
毎週月曜日　20:15～20:30
毎週火曜日　10:45～11:00
毎週水曜日　 6:00～ 6:15
毎週木曜日　20:15～20:30
毎週金曜日　20:15～20:30
毎週土曜日　13:45～14:00
毎週日曜日　11:45～12:00

地上デジタル放送12chのチャンネル長良川

山県市広報番組 
企画財政課　℡22-6825

画像提供：CCN　チャンネル長良川

毎日２回15分間放送
6:00～6:15　19:00～19:15

地上デジタル放送11chのチャンネル長良川11
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高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
問
健
康
介
護
課  

℡
22
─
６
８
３
９

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
発
病
防
止
や
重
症
化
防
止
に
有
効
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
備

え
て
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
今
年
度
か
ら
岐
阜
県
広
域
化
予
防
接
種
事
業
で
、
市
外
の
医
療
機
関
で
も
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

通常の高齢者インフルエンザ
予防接種事業

岐阜県広域化予防接種事業
（事前に健康介護課へ申し込んでください。）

対 象 者

①山県市に住民登録があり、接種当日65歳以上の人
②山県市に住民登録がある60歳以上65歳未満の人で、心臓・じん臓・

呼吸器の病気や免疫力の低下によって日常生活が極度に制限される
程度の障がいがある人（接種時に身体障害者手帳を提示してください）

実施期間
平成25年10月15日（火）

～平成26年1月31日（金） 
接種を受ける医療機関（市町村）
によって期間が異なります。

実施場所
時 間

下記の市指定医療機関で、診療
時間内に接種が受けられます。

岐阜県広域化予防接種事業協力
医療機関で接種が受けられます。

http://www.pref.gifu.lg.jp/kenko-
fukushi/yaku-eisei -kansen/
kansensho/kouikika.html

接種回数 1回

自 己
負 担 金

接種を受ける医療機関で1,500円を直接支払ってください。
※対象者のうち生活保護法による被保護世帯の人は、自己負担金が

免除されます。接種希望の人には接種券を発行しますので、健康
介護課へ連絡してください。

持 ち 物 健康保険証や運転免許証など、身元がわかるもの。

予 診 票
予診票は、市指定医療機関に置い
てあります。

予診票は、事前に健康介護課へ
請求してください。

そ の 他

【注意】  昨年度までは、市の指定していない医療機関で接種を受けた
場合でも接種費用の一部助成（償還払い）を行っていましたが、今年
度から岐阜県広域化予防接種事業により、この一部助成制度は廃止
しました。

医療機関名 所　在　地 電話番号
あらいクリニック 山県市高富2119-1 23-1188

石田内科 岐阜市福富出口143 （058）229-5530

臼井内科医院 山県市富永414 52-2030

宇野クリニック 山県市伊佐美243 27-2100

遠渡内科 山県市東深瀬683-3 27-2888

大前医院 岐阜市太郎丸新屋敷205-2 （058）229-3131

岐北厚生病院 山県市高富1187-3 22-1811

てらしま整形外科 山県市東深瀬175-1 27-0287

鳥澤医院 山県市大森381 36-2311

鳥沢クリニック 山県市高木1016-1 22-1088

医療機関名 所　在　地 電話番号
永田医院 岐阜市福富天神前78-1 （058）229-2101

なりみやクリニック 山県市高富1614 22-1213

にのみやクリニック 山県市高富927-1 22-1717

早川胃腸科外科クリニック 山県市岩佐783-1 52-1212

ひらまつ耳鼻咽喉科 山県市高富2452 22-0288

やまもと整形外科 山県市高富2092-1 27-0170

不破クリニック 岐阜市太郎丸北郷243-5 （058）229-6081

松井医院 岐阜市石原3-116 （058）229-5655

加藤医院 岐阜市向加野3-6-20 （058）243-1114

山県市高齢者インフルエンザ予防接種指定医療機関

国
庫
補
助
対
象
外
に
つ
き
、市
単
独
で
実
施

広報やまがた 2013.10 12



　
今
回
ま
で
禁
煙
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

お
話
し
し
て
き
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り

や
め
ら
れ
な
い
と
い
う
人
も
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
ん
な
人
で
も

で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
・
妻
や
夫
・
親
な
ど
大
切
な

家
族
や
、
友
人
・
職
場
の
仲
間
・
た
ま

た
ま
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
人
な
ど
に
、

た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
せ
な
い
配
慮
を
し

て
く
だ
さ
い
。
い
わ
ゆ
る「
受
動
喫
煙

防
止
」で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
か
ら
、
受
動
喫
煙

に
よ
る
健
康
被
害
の
報
告
が
あ
が
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
子
ど
も
た
ち
に
は

ど
ん
な
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

た
ば
こ
の
影
響
を
受
け
や
す
い
の

が
、
耳
・
鼻
・
の
ど
な
ど
空
気
の
通
り

道
に
あ
た
る
部
分
で
す
。
そ
の
た
め
、

中
耳
炎
や
気
管
支
炎
、
肺
の
機
能
低
下

な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
脳
の
働

き
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
が
あ
り
、

言
語
能
力
が
低
か
っ
た
り
注
意
力
が
散

漫
で
あ
っ
た
り
す
る
傾
向
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
は
、
た
ば
こ
の

煙
が
体
に
悪
い
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま

せ
ん
。
周
り
の
大
人
が
守
っ
て
あ
げ
な

く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
お
な
か
の

中
に
い
る
赤
ち
ゃ
ん
も
も
ち
ろ
ん
守
っ

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
「
そ
ん
な
の
当
た
り
前
。
ベ
ラ
ン
ダ

や
庭
で
吸
っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と

い
う
人
、ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

た
ば
こ
を
吸
い
終
わ
っ
た
後
、
す
ぐ
に

家
族
の
い
る
部
屋
に
戻
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
喫
煙
後
数
分
間
は
、
吐
く
息
に
た

ば
こ
成
分
が
た
っ
ぷ
り
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
家
族
の
い
る
部
屋
に
戻
る
の
は
し

ば
ら
く
し
て
か
ら
で
な
い
と
、
せ
っ
か

く
外
で
吸
っ
て
も
残
念
な
が
ら
受
動
喫

煙
防
止
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

　

ま
た
、「
空
気
清
浄
機
が
あ
る
か
ら

大
丈
夫
」
と
い
う
人
、
空
気
清
浄
機
は

粒
子
成
分
は
除
去
で
き
ま
す
が
、
一
酸

化
炭
素
な
ど
の
ガ
ス
成
分
は
素
通
り
で

す
。
こ
れ
も
残
念
で
す
が
、
受
動
喫
煙

防
止
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
換
気
扇
の
下

で
吸
う
こ
と
も
意
味
あ
り
ま
せ
ん
。
室

内
で
の
受
動
喫
煙
防
止
は
、
ど
ん
な
方

法
で
も
難
し
い
で
す
ね
。

　
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
徹
底
的
な

受
動
喫
煙
対
策
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

たばこの
お話
第5回

や
め
ら
れ
な
く
て
も
で
き
る
こ
と

健
康
介
護
課　

℡
22
─
6
8
3
9

キノコの佃煮

■材料
シイタケ•••••••••••大6個	 マイタケ•••••• 1/2パック
ナメコ•••••• 1/2パック	 シメジ•••••••••••••••1パック
酒•••••••••••••• 1/2カップ	 しょうゆ••••••• 大さじ2.5
砂糖•••••••••••大さじ1.5	 みりん••••••••••• 大さじ2.5
和風顆粒だし•••• 大さじ0.5

❶キノコは洗うと風味が飛ぶので、汚れが気になる
場合はぬれふきんでふきます。シイタケ、シメジ
は石づきを切り落として食べやすく裂きます。マ
イタケはそのまま裂きます。
❷なべに酒を入れ沸騰させ、さらにみりんを入れて
沸騰したら、キノコ類を全部入れます。
❸さらに沸騰したら、和風顆粒だし、砂糖、しょう
ゆを加え、30分ほどふたをして弱火で炊きます。
❹炊いたら鍋のまま放置して熱を取り、冷めたらで
きあがりです。

作り方

ぱぱっと
簡単レシピ

健康介護課 ℡22-6839

か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
秋

に
な
る
と
食
欲
が
わ
く
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
気
温
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

　
夏
は
気
温
が
高
く
体
温
を
維
持
す
る
こ

と
は
簡
単
で
す
が
、
秋
に
な
る
と
気
温
が

下
が
り
、
体
温
を
維
持
す
る
た
め
に
よ
り

多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
秋
に
食
欲
が
わ
い
て
く
る

の
で
す
。
夏
、
あ
ま
り
食
が
進
ま
な
か
っ

た
と
い
う
人
も
、
こ
れ
か
ら
は
し
っ
か
り

食
べ
て
体
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
、
寒
い

冬
に
備
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
キ
ノ
コ
の
お
い
し
い
季
節
で
す
。
あ
っ

た
か
ご
飯
、
豆
腐
や
サ
ラ
ダ
な
ど
、
何
に

で
も
あ
う
簡
単
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
読
書
の
秋
」「
芸
術
の
秋
」「
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
」
と
、
秋
の
代
名
詞
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
や
は
り「
食
欲
の
秋
」は
欠
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「
管
楽
器
初
心
者

　
　
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」開
催
！

　
音
楽
の
基
礎
を
学
び
、
音
楽
や
楽
器
で

の
表
現
の
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

　
楽
器
を
持
っ
て
い
な
い
人
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

▼
開
催
日　
10
月
８
日（
火
）〜
11
日（
金
）

▼
時
間　
19
時
～
21
時

▼
内
容　
漏
斗
、
ホ
ー
ス
、
マ
ウ
ス
ピ
ー

ス
を
使
っ
て
手
作
り
ホ
ル
ン
を
作
り
、

演
奏
し
ま
す
。
楽
器
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
簡
単
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
行
い
ま
す

の
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
講
師　

小
池
準
一（
テ
ュ
ー
バ
奏
者
）

ほ
か

▼
定
員　
10
人

　
受
講
料
無
料
。
た
だ
し
、
手
作
り
ホ
ル

ン
の
材
料
費
と
し
て
１
，０
０
０
円
必

要
で
す
。

▼
主
催　
教
育
委
員
会　
花
咲
き
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
場
所

花
咲
き
ホ
ー
ル
、
市
役
所
会
計
課
、

高
富
・
美
山
中
央
公
民
館

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
時
間

開
館
時
間  

9
時
～
17
時

（
閉
庁
・
休
館
日
を
除
く
）

大好評！花咲きホールが贈る「0歳からシリ－ズ」
～親子でいっしょに楽しめるコンサート～

０歳からのマリンバ＆ピアノコンサート

楽
たの

シック  クラシック
～軽快な響きと麗（うるわ）しい音のハーモニー、  

一流の調べがあなたを包みます～

0歳からのジャズコンサート
野々田万照  花咲きスーパーバンドライブ

キッズバンドも出演！
日　時　10月13日(日)
　　　　13時30分開場　14時開演日　時　11月23日(土・祝)

　　　　13時30分開場　14時開演

■出　演　浜　まゆみ(マリンバ)
　　　　　羽田めぐみ(ピアノ)
■入場料　全自由席
　シングル…1,000円、ペア……1,500円
　高校生以下…500円、未就学児 … 無料
　売り切れの際はご了承ください。
　授乳スペースあります。
■主　催　教育委員会　花咲きホール

　乳幼児と保護者も鑑賞できるジャズコン
サートです。世界的に活躍するジャズサッ
クス奏者「野々田万照」の楽しく、ノリノリ
なコンサートをお子さんと一緒に楽しみま
せんか。キッズバンドも出演。
■出　演　野々田万照ほか
■入場料　全自由席
　シングル…1,000円、ペア …1,500円
　高校生以下…500円、未就学児…無料
　売り切れの際はご了承ください。
　授乳スペースあります。
■主　催　教育委員会　花咲きホール

山
県
市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時　
10
月
30
日（
水
）

　
　
　
　
12
時
～
12
時
45
分

▼
出
演
者　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
野
の
花

（
コ
ー
ラ
ス
）　
鑑
賞
無
料

▼
主
催　
花
咲
き
ホ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▼
協
力　
花
咲
き
ホ
ー
ル

第
９
回
花
咲
き
コ
ン
サ
ー
ト

「
山
県
市
第
九
を
歌
う
会
」団
員
募
集

▼
開
催
日　
12
月
８
日（
日
）

▼
練
習
日　
毎
週
土
曜
日
19
時
～
21
時

▼
場
所　
文
化
の
里　

花
咲
き
ホ
ー
ル

ま
た
は
伊
自
良
中
央
公
民
館

▼
合
唱
指
導　

小
木
曽
達
也　

松
井
裕
樹

ほ
か

▼
参
加
条
件　

中
学
生
以
上
、
練
習
に
参

加
で
き
る
人（
市
内
外
を
問
わ
ず
）

▼
会
費　
３
，０
０
０
円（
家
族
割
引
、
学

生
割
引
有
り
）

▼
楽
譜　
希
望
者
の
み
７
０
０
円
程
度

今
後
の
イ
ベ
ン
ト

文
化
の
里
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド

文
化
の
里
　
花
咲
き
ホ
ー
ル

℡ 

36

−

2
3
2
3　

FAX 

36

−

2
7
7
7

【
問
い
合
わ
せ
先
】
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美しく生きることを生涯追求した古田紹欽さんが私たちに問いかけるものとは…？

紹欽さんの

● 今月のひとこと　人に見られていないときこそ…

　人間は陰徳を積むことが大事であります。人間は太陽の当たっているような人目のつくところではさし
て誤った行動はせず、多少でも良いことをしようというのであれば、一層良いことをするものであります。
それが逆に人目のつかぬところ・人から評価を受けないことは、行っても一向得にはならないとして、と
かく進んでやろうとはしません。
　禅の修行の上で、大切な心構えの一つに「陰徳を積め」と戒めています。つまり人の見ていないところで、
人のためになること・世のためになることを骨身を惜しまずしなさい、というのであります。

古田紹欽「我生きて今ある命を」　思文閣出版参照

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
10
月
26
日（
土
）  

9
時
〜
13
時

　
11
月
3
日（
日
）  
9
時
〜
17
時

山
県
市
合
併
10
周
年
記
念
事
業

古
田
紹
欽
記
念
館
開
館
10
周
年
記
念
事
業

古
田
紹
欽
特
別
展

10
月
8
日（
火
）～
12
月
23
日（
月・祝
）

　
今
回
の「
特
別
展
」で
は
本
館
未

公
開
の
作
品
を
含
め
、
幼
い
こ
ろ

か
ら
芸
術
を
好
み
、
学
者
と
し
て

生
き
抜
い
た
紹
欽
の
言
葉
や
生
き

方
、
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
古
田
紹
欽
記
念
館
が
お
贈
り
す

る
美
し
い
心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感

じ
て
く
だ
さ
い
。

▼
特
別
展
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト 

　
古
田
紹
欽
記
念
館
ク
イ
ズ 

　
お
抹
茶
１
服　
く
じ
引
き
つ
き 

　
心
に
残
る
美
し
い
言
葉
を
募
集

▼
参
加
料　

共
通
券
１
，０
０
０
円

（
呈
茶
券
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
・

特
別
講
演
）

　
「
講
演
の
み
」の
チ
ケ
ッ
ト
は
共
通

券
が
完
売
し
た
場
合
に
７
０
０
円

で
販
売
し
ま
す
。（
数
量
限
定
）

▼
紹
欽
茶
会　
裏
千
家（
大
島
宗
甫
）

▼
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト　
濱
島
秀
行

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）＆
ユ
キ
ト（
ギ
タ
ー
）

▼
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ケ
ッ
ト

　

茶
会（
12
時
30
分
～
13
時
15
分
）・

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト（
13
時
30
分
～

14
時
15
分
）

▼
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ケ
ッ
ト

　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト（
12
時
30
分
～

13
時
15
分
）・
茶
会（
13
時
30
分
～

14
時
15
分
）

　

講
演
会
場
は
ブ
ロ
ッ
ク
分
け
を

し
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
座
席
は
自
由

席
と
な
り
ま
す
。

▼
定
員　
先
着
各
ブ
ロ
ッ
ク
60
人

　
要
予
約（
電
話
予
約
可
）

　
予
約
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
で
き
ま

せ
ん
。

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
場
所

　
古
田
紹
欽
記
念
館　
９
時
～
17
時

　
（
休
館
日
：
月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
）

古
田
紹
欽
記
念
館
か
ら
の
お
知
ら
せ　
問
℡
36
─
1
0
2
3

日時　11月4日(月・祝)　
　　　15時〜（14時30分開場）
場所　花咲きホール

川村妙慶（僧侶・アナウンサー）
特別講演会

心の荷物をおろす知恵
～焦らない　何とかなるから～

山県市合併10周年記念事業
古田紹欽記念館開館10周年記念事業

濱島秀行▶

◀ユキト
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            まち●話題のT O P I C S

　
7
月
15
日
、
富
永
地
内
の
武
儀
川
で
川

遊
び
中
に
16
歳
の
男
性
が
お
ぼ
れ
る
水
難

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
時
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た
加
茂
郡

川
辺
町
の
宮
崎
峰
旭
さ
ん（
写
真
右
）、
山

県
市
在
住
の
原
田
健
矢
さ
ん（
写
真
中
）と

竹
田
英
明
さ
ん（
写
真
左
）は
、
助
け
声
を

聞
き
協
力
し
て
川
岸
に
引
き
上
げ
、
男
性

は
一
命
を
取
り
留
め
ま
し
た
。

　
こ
の
功
績
を
称
え
、
7
月
28
日
と
8
月

2
日
、
消
防
長
が
3
人
に
感
謝
状
を
贈
り

ま
し
た
。

　
「
中
学
生
と
市
長
と
語
る
会
」が
8
月
9

日
、
高
富
中
学
校
で
行
わ
れ
、
高
富
、
伊

自
良
、
美
山
の
各
中
学
校
か
ら
生
徒
会
役

員
3
人
ず
つ
が
参
加
し
、
各
校
生
徒
会
の

あ
い
さ
つ
運
動
や
清
掃
、
合
唱
な
ど
の
取

り
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

発
表
の
後
、「
あ
い
さ
つ
や
掃
除
が
で

き
な
い
人
に
は
ど
ん
な
呼
び
か
け
を
」「
掲

示
物
に
さ
く
ら
の
花
を
使
う
と
こ
ろ
を
ま

ね
し
た
い
」
な
ど
活
発
に
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
こ
れ
に
加
わ
っ
た
市
長
は「
仲
間

と
と
も
に
向
上
心
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　
地
域
に
伝
わ
る
民
話
を
題
材
に
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
演
劇「
ゆ
め
想
い
」
を
8
月
17
日

と
18
日
、花
咲
き
ホ
ー
ル
で
上
演
し
ま
し
た
。

　
市
民
参
加
型
の
演
劇
は
今
年
で
3
回
目

で
、
今
回
は
市
内
に
伝
わ
る
三
つ
の
民
話

の
時
代
に
子
ど
も
た
ち
が
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
て
天て

ん

狗ぐ

の
葉
う
ち
わ
を
取
り
戻
す
と

い
う
、
笑
い
あ
り
涙
あ
り
の
物
語
。
出
演

者
は
今
年
も
公
募
し
、
市
内
の
小
中
学
生

8
人
と
市
内
外
の
大
人
6
人
が
、
一
緒
に

出
演
す
る
プ
ロ
の
劇
団
員
と
と
も
に
6
月

か
ら
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

2
日
間
で
約
3
0
0
人
の
集
客
が
あ

り
、
観
客
は
出
演
者
の
熱
の
こ
も
っ
た
演

技
に
大
き
な
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

　
8
月
20
日
、
岐
阜
県
消
防
学
校
・
広
域

防
災
セ
ン
タ
ー
で
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
が
行
わ
れ
、
美
山
小
学
校
5

年
生
の
5
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
高
い
所
ま
で
上
が
る
は

し
ご
車
体
験
や
ホ
ー
ス
を
使
っ
た
放
水
体

験
の
ほ
か
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
空
き
缶

コ
ン
ロ
で
炊
い
た
ご
飯
の
試
食
な
ど
が
あ

り
、
5
人
は
暑
い
な
か
真
剣
に
受
講
し
て

い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
吉
田
翔
馬
さ
ん
は「
今
日
は

楽
し
か
っ
た
。
災
害
が
発
生
し
た
と
き
今

日
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
た
い
と
思
う
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

人
命
救
助
の
3
人
に

消
防
長
か
ら
感
謝
状

中
学
生
と
市
長
が
意
見
交
換

市
民
ら
が
熱
演

オ
リ
ジ
ナ
ル
演
劇「
ゆ
め
想
い
」

小
学
生
が
消
防
体
験
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８
月
20
日
、
美
山
中
央
公
民
館
で
山
県

市
人
権
教
育
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
講
演
会
に
は
、
元
警
視
庁
警
察
官
の

幸
島
美
智
子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
約

１
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

幸
島
さ
ん
は
、「
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け

る
人
権
教
育
」
～
子
ど
も
を
被
害
者
に
も

加
害
者
に
も
し
な
い
～
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

た
い
じ
め
の
実
例
や
携
帯
電
話
の
利
用
実

態
に
つ
い
て
話
し
、
そ
の
危
険
性
を
訴
え

ま
し
た
。
ま
た
、「
子
育
て
は
食
べ
さ
せ

る
こ
と
が
大
事
」
と
自
ら
の
子
育
て
体
験

を
話
し
、
鋭
い
語
り
口
の
な
か
に
、
と
き

お
り
冗
談
を
交
え
な
が
ら
参
加
者
を
飽
き

さ
せ
る
こ
と
の
な
い
講
演
で
し
た
。

　

8
月
21
日
、
高
富
児
童
館
で
小
学
校

1
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
の
児
童
12
人
が

「
ミ
サ
ン
ガ
作
り
」を
体
験
し
ま
し
た
。

　

何
種
類
か
あ
る
編
み
方
の
な
か
か
ら
、

こ
の
日
は
一
番
簡
単
な
方
法
で
編
み
ま
し

た
。
先
生
の
お
手
本
を
見
て
か
ら
子
ど
も

た
ち
は
、
黙
々
と
真
剣
な
目
つ
き
で
数
十

分
か
け
編
み
あ
げ
ま
し
た
。
完
成
し
た
ミ

サ
ン
ガ
を
足
首
や
手
首
、
か
ば
ん
な
ど
に

つ
け
た
子
ど
も
た
ち
は
お
互
い
に
見
せ
合

い
、
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
小
学
1
年
生
の
川
島
な
な
さ

ん
は
、「
作
る
の
は
難
し
く
な
か
っ
た
。

足
が
速
く
な
る
よ
う
に
と
願
い
を
込
め

た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
社
会
の
人
権
を
学
ぶ

ミ
サ
ン
ガ
に
願
い
を
込
め
て

岐阜北ライオンズクラブ
35周年を記念して寄贈

全国グラウンド・ゴルフ
交歓岐阜県大会に出場

全国小学生陸上競技
交流大会に出場

　
こ
の
ほ
ど
、
岐
阜
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
結
成

35
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
契
機
に
、
テ
ン
ト
5
張
、

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
24
基
を
市
へ
寄
贈
し
、
9
月
4
日
、

会
長
の
長
屋
幸
典
さ
ん
ら
6
人
が
市
長
へ
こ
れ
ら
の

目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
テ
ン
ト
は
市
の
行
事
な
ど
に
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
は

市
内
小
中
学
校
に
2
個
ず
つ
配
布
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
で
活
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
26
回
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
岐
阜
県

大
会
に
出
場
す
る
山
県
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
の
選
手
8
人
が
、
8
月
8
日
、
市
長
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
手
軽
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
人
気
が
あ
り
、
8
人
の
選
手
は
、
約
3
，5
0
0

人
を
数
え
る
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
員
の
中

か
ら
予
選
会
を
勝
ち
抜
き
、
今
回
の
県
代
表
の
57
人

に
選
ば
れ
て
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

　
第
29
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
女
子
交

流
6
年
の
1
0
0
m
へ
の
出
場
報
告
の
た
め
、
岩
崎

有
花
さ
ん（
高
富
小
⑥
）が
8
月
6
日
、
教
育
長
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
岩
崎
さ
ん
は
、
た
か
と
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
練

習
を
積
み
、
14
秒
29
の
好
タ
イ
ム
で
全
国
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。「
今
ま
で
で
一
番
い

い
タ
イ
ム
を
全
国
大
会
で
出
せ
る
よ
う
頑
張
り
た

い
」と
岩
崎
さ
ん
は
力
強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。
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行
政
相
談
週
間

10
月
21
日（
月
）～
27
日（
日
）

　
あ
な
た
の
暮
ら
し
の
な
か
で
、
役
所
の

仕
事
に
つ
い
て
不
満
を
感
じ
た
り
、
よ
く

分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
そ
ん
な
あ
な
た
の
声
を
総
務
大
臣
が

委
嘱
し
た
行
政
相
談
委
員
が
お
聞
き
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
。

▼
日
時　
10
月
15
日（
火
）　
13
時
～
15
時

▼
場
所
・
相
談
員　
市
役
所
１
階
市
民
相

談
室
・
鷲
見
奉
子
行
政
相
談
委
員
／
伊
自

良
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
資
料
室
・
宮

田
充
秋
行
政
相
談
委
員
／
美
山
支
所
住
民

相
談
室
・
宮
川
憲
治
行
政
相
談
委
員

問
〒
５
０
０
―
８
１
１
４　
岐
阜
市
金
竜

町
５
―
13　
岐
阜
合
同
庁
舎　
総
務
省
岐

阜
行
政
評
価
事
務
所

℡
0
5
7
0
―
0
9
0
1
1
0

FAX
0
5
8
―
２
4
８
―
6
7
5
5

URLhttp://w
w
w
.soum

u.go.jp/
kanku/chubu/gifu.htm

l

山
県
市
役
所
市
民
環
境
課
行
政
相
談
担
当

℡
22
―
6
8
2
8

家
族
の
会「
み
ど
り
の
会
」

　
心
の
病
を
抱
え
た
家
族
を
持
ち
、
ど
こ

に
も
相
談
で
き
ず
悩
ん
で
い
る
人
の
た
め

に
、
家
族
の
会「
み
ど
り
の
会
」を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
会
は
精
神
障
が
い
を
持
つ
人

の
家
族
の
た
め
の
い
こ
い
の
会
で
す
。
同

じ
思
い
を
持
つ
仲
間
同
士
、
そ
の
悩
み
を

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
語
ら
い
の
な
か
で

気
持
ち
が
晴
れ
、
何
か
糸
口
が
見
つ
か
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
初
め
て
の
人
も
大
歓

迎
で
す
。

▼
日
時　
10
月
18
日（
金
）　
15
時
～
16
時

30
分

▼
場
所　
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　
交
流
会
・
情
報
交
換

問
健
康
介
護
課
℡
22
―
6
8
3
9

多
重
債
務
無
料
相
談
会

　
返
し
き
れ
な
い
借
金
の
支
払
い
に
困
っ

て
い
る
、
利
息
を
払
い
過
ぎ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
、
と
悩
ん
で
い
る
人
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
弁
護
士
や
司
法
書
士
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▼
日
時　
10
月
12
日（
土
）　
13
時
～
16
時

▼
場
所　
県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー（
岐

阜
市
薮
田
南
５
―
14
―
53　

ふ
れ
あ
い
福

寿
会
館
内
）

▼
相
談
料　
無
料

▼
面
接
相
談　
相
談
時
間
は
一
人
あ
た
り

30
分
。
11
日（
金
）ま
で
に
予
約
が
必
要
。

予
約
受
付
は
、
日
曜
・
祝
日
を
除
く
月
～

土
曜
日
の
８
時
30
分
～
17
時
。

▼
電
話
相
談　
当
日
時
間
内
に
直
接
電
話

し
て
く
だ
さ
い
。

問
県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
0
5
8
―
2
7
7
―
1
0
0
3

停
電
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載

　
中
部
電
力（
株
）で
は
、
台
風
な
ど
の
災

害
時
に
県
・
市
町
村
別
の
停
電
地
域
に
関

す
る
情
報
や
停
電
時
の
対
処
方
法
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

携
帯
電
話
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

▼
パ
ソ
コ
ン
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http
://w

w
w
.chud

en.co.jp
/

ryokin/inform
ation/teiden/

index.htm
l

▼
携
帯
電
話
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://teiden.chuden.jp/m
/

問
中
部
電
力（
株
）岐
阜
営
業
所

℡
0
1
2
0
―
9
8
5
―
9
1
0

お
知
ら
せ
広
場

図
書
館
・
美
術
館
の
催
し

○
図
書
館
上
映
会

▼
日
時　
10
月
27
日（
日
）10
時
30
分
～

▼
内
容　
ア
ニ
メ
世
界
名
作
劇
場

「
あ
ら
い
ぐ
ま
ラ
ス
カ
ル
」（
90
分
）

○
美
術
館
パ
ソ
コ
ン
ア
ー
ト
展

　
山
県
市
在
住
の
中
村
龍
美
氏
に
よ
る
第

２
回
パ
ソ
コ
ン
ア
ー
ト
展
を
行
い
ま
す
。

花
や
昆
虫
な
ど
、
表
計
算
ソ
フ
ト
で
作
画

し
た
絵
を
展
示
し
ま
す
。

▼
期
間　

11
月
１
日（
金
）～
11
月
29
日

（
金
）

問
図
書
館
℡
36
―
3
3
3
9
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栗
ま
つ
り
で
健
康
イ
ベ
ン
ト

　

健
康
山
県
21
企
画
運
営
委
員
会
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
長
生
き
を
し
、

生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
し
策
定
し
た
山

県
市
健
康
増
進
計
画（
健
康
山
県
21
）の
推

進
の
た
め
、「
栗
ま
つ
り
」会
場
で
健
康
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

▼
期
日　
10
月
６
日（
日
）

▼
場
所　
四
国
山
香
り
の
森
公
園

▼
内
容

○
と
れ
た
て
っ
！
野
菜
の
販
売

　
元
気
も
り
森
食
べ
よ
う
会
員
が
作
っ
た

野
菜
を
販
売
し
ま
す
。

○
こ
こ
ろ
の
体
温
計
の
Ｐ
Ｒ

　
あ
な
た
の
携
帯
電
話
で
ス
ト
レ
ス
度
や

落
ち
込
み
度
が
測
定
で
き
る
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

○
喫
煙
度
チ
ェ
ッ
ク

　
測
定
器
を
使
っ
て
呼
気
の
一
酸
化
炭
素

濃
度
を
測
り
ま
す
。

問
健
康
介
護
課
℡
22
―
6
8
3
9

香
り
会
館
だ
よ
り

○
柿
渋
染
め
教
室

　

竹
の
か
ご
に
習
字
紙
を
は
り
柿
渋
を

塗
っ
て
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の
器
を
作
り

ま
せ
ん
か
。
柿
渋
を
塗
る
こ
と
で
強
度
が

増
し
、
水
洗
い
も
で
き
ま
す
。
殺
菌
効
果

も
あ
り
、
使
う
ほ
ど
に
味
わ
い
が
出
る
お

し
ゃ
れ
な
器
に
な
り
ま
す
。

▼
日
時　
10
月
18
日（
金
）　
10
時
～

▼
費
用　
１
，
２
０
０
円

▼
定
員　
15
人

問
香
り
会
館
℡
22
―
5
4
0
0

　
（
毎
週
火
曜
日
は
休
館
日
）

　

隣
接
す
る
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
ハ
ー
ブ
レ

ン
ド（
℡
27
―
３
９
４
４
）で
は
、
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

元
気
も
り
森
太
極
拳

▼
日
時　
10
月
13
日（
日
）　
７
時
～

▼
場
所　
み
ん
な
の
げ
ん
き
広
場（
雨
天
の

場
合
は
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

▼
持
ち
物　
飲
み
物
・
タ
オ
ル
・
動
き
や

す
い
服
装

▼
会
費　
５
０
０
円（
初
回
参
加
時
の
み
）

問
元
気
も
り
森
ひ
ろ
ば

Ｅ
メ
ー
ル　

m
orim

orihirobacocoro
@
yahoo.co.jp

問
健
康
介
護
課
℡
22
―
6
8
3
9

第
10
回
山
県
市
文
化
祭

▼
日
時　
10
月
20
日（
日
）　
９
時
～
16
時

30
分

▼
場
所　
高
富
中
央
公
民
館

▼
内
容　
舞
台
発
表
・
作
品
展
示
、「
岐

阜
ろ
う
劇
団
い
ぶ
き
」に
よ
る
演
劇「
毒
な

し
さ
わ
ぎ
」　
13
時
～
14
時

▼
主
催　
市
文
化
協
会

▼
後
援　
市
教
育
委
員
会

問
高
富
中
央
公
民
館
℡
22
―
3
3
5
1

Pick up!

　紅葉がすばらしい自然豊かな神崎地
区を散策しながら、写真を撮ったり地
域の人と触れあったりして、里山の秋
を満喫しましょう。

▼期日　10月13日（日）　親子向け
　　　　20日（日）
▼時間　10時～16時
▼参加費　大人2,000円、子ども1,000
円(昼食付き)、未就学児は無料、子ど
もは保護者同伴で参加してください。
▼集合場所　北山交流センター（神崎
100番地）
▼定員　20人
問山里生活体験推進委員会(美山支所内)
担当　山口　℡55−3111

秋の里山を散策しよう！

お知らせ広場
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平
成
26
年
度
市
立
保
育
園
入

園
申
し
込
み

  

来
年
度
保
育
園
に
入
園
を
希
望
す
る
人

は
、「
保
育
園
入
園
申
込
書
」に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
関
係
書
類
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
年
度
の
途
中
に
入
園

を
希
望
す
る
人
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
保
育
園
入
園
申
込
書
」は
、
福
祉
課
、
各

保
育
園
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限　
10
月
31
日（
木
）

▼
申
込
先　
福
祉
課
ま
た
は
各
保
育
園

▼
対
象
年
齢　
生
後
10
カ
月
～
５
歳
児

▼
入
園
条
件　
次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
そ
の
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い

と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
入
園
で
き
ま
す
。

①
家
庭
外
労
働　
児
童
の
親
が
家
庭
の
外

で
仕
事
を
す
る
場
合

②
家
庭
内
労
働　
児
童
の
親
が
家
庭
で
児

童
と
離
れ
て
日
常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を

す
る
場
合

③
母
親
の
出
産
、
病
気
な
ど　
児
童
の
母

親
が
妊
娠
中
、
ま
た
は
出
産
後
間
も
な
い

場
合
、
病
気
・
負
傷
・
心
身
に
障
が
い
が

あ
る
場
合

④
病
人
の
介
護
な
ど　
児
童
の
家
庭
に
長

期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に
障
が
い
の
あ

る
人
が
い
て
、
親
が
い
つ
も
そ
の
介
護
な

ど
に
あ
た
っ
て
い
る
場
合

⑤
家
庭
の
災
害　
火
災
や
風
水
害
・
地
震

な
ど
の
災
害
に
よ
り
、
住
居
を
失
っ
た
り

破
損
し
た
り
し
た
た
め
、
そ
の
復
旧
に
あ

た
っ
て
い
る
場
合

問
福
祉
課
℡
22
―
6
8
3
7
ま
た
は
入
園

希
望
の
各
保
育
園

保
育
士
さ
ん
の
再
就
職
を
応
援

資
格
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

岐
阜
県
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン

タ
ー
が
８
月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
保
育

士
の
資
格
を
持
ち
な
が
ら
、
子
育
て
な
ど

の
理
由
で
保
育
の
現
場
か
ら
離
れ
て
い
る

人
や
、
保
育
所
で
働
い
た
こ
と
が
な
い
人

の
保
育
所
へ
の
就
労
を
応
援
し
ま
す
。
仕

事
の
内
容
や
求
人
状
況
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
、
現
職
の
保
育
士
か
ら
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

▼
相
談　
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
９
時
～
17
時
、
窓
口
と
電
話
で
受
け

付
け
ま
す
。
窓
口
で
の
相
談
は
、
予
約
が

必
要
で
す
。

▼
相
談
内
容　
保
育
所
の
求
人
に
関
す
る

情
報
提
供
、
保
育
所
へ
の
就
労
に
関
す
る

相
談

問
〒
５
０
０
―
８
３
５
３　
岐
阜
市
下
奈

良
２
―
２
―
１　

岐
阜
県
福
祉
・
農
業
会

館
６
階　
岐
阜
県
保
育
士
・
保
育
所
支
援

セ
ン
タ
ー

℡
0
5
8
―
2
7
6
―
2
5
1
0

緑
の
募
金
に
よ
る
公
募
事
業

　
緑
の
募
金
や
森
林
整
備
な
ど
に
対
す
る

県
民
の
理
解
を
広
め
、
県
民
参
加
に
よ
る

森
林
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
、「
緑
の
募
金
に
よ
る
公
募
事

業
」を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
事
業

○
植
栽
、
下
刈
、
枝
打
、
除
間
伐
な
ど
の

森
林
整
備
事
業

○
公
共
的
な
場
所
の
街
路
樹
、
記
念
植
樹

な
ど
の
造
成
事
業
ほ
か
緑
化
推
進
事
業

▼
事
業
期
間　
平
成
26
年
４
月
１
日
～
平

成
27
年
２
月
28
日

▼
応
募
要
件

○
自
主
的
・
組
織
的
な
活
動
で
事
業
を
完

遂
で
き
る
こ
と

○
使
途
の
条
件
遵
守
が
確
実
な
こ
と

○
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
で
あ
る
こ

と○
土
地
の
所
有
者
な
ど
の
承
諾
が
得
ら
れ

て
い
る
こ
と

▼
助
成
交
付
限
度
額　
１
件
１
０
０
万
円

▼
応
募
申
請
書

　
http://w

w
w
.gifu-ryokusui.jp/

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切　
11
月
12
日（
火
）必
着

問
〒
５
０
０
―
８
３
５
６　
岐
阜
市
六
条

江
東
２
―
５
―
６　

公
益
社
団
法
人
岐
阜

県
緑
化
推
進
委
員
会

℡
0
5
8
―
2
7
3
―
7
5
7
7
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精
神
保
健
福
祉
な
ん
で
も
相
談
会

　
心
の
ケ
ア
を
目
的
に
相
談
会
を
行
い
ま

す
。

　
最
近
眠
れ
な
い
、
病
院
に
は
行
っ
て
い

な
い
け
ど
何
か
お
か
し
い
、
家
族
が
引
き

こ
も
っ
て
い
る
、
仕
事
を
し
た
い
け
ど
何

か
ら
始
め
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
身

近
に
い
る
精
神
疾
患
を
持
っ
た
人
と
ど
う

接
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
な
ど
、
悩
ん

で
い
る
人
は
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま

す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

▼
日
程　
10
月
１
日（
火
）・
15
日（
火
）・

22
日（
火
）

▼
時
間　
13
時
30
分
～
15
時

▼
場
所　
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
課
℡
22
―
6
8
3
7

平
成
25
年
度
精
神
保
健
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
心
の
病
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
得

て
、
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
講
座
を
行

い
ま
す
。

▼
期
日　

10
月
24
日（
木
）・
11
月
14
日

（
木
）・
28
日（
木
）・
12
月
12
日（
木
）・
平

成
26
年
１
月
16
日（
木
）・
30
日（
木
）・
２

月
27
日（
木
）、
別
途
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

日
あ
り

▼
時
間　
13
時
30
分
～
15
時

▼
人
数　
20
人
程
度

▼
場
所　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
な

ぶ
せ

▼
申
込
期
限　
10
月
16
日（
水
）

問
〒
５
０
０
―
８
２
１
１　

岐
阜
市
日

野
東
４
―
10
―
18　

地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
ふ
な
ぶ
せ

担
当　
大
原
・
河
村
・
高
橋

℡
0
5
8
―
2
4
5
―
8
1
6
8

日
本
消
化
器
病
学
会
東
海
支

部
市
民
公
開
講
座

　
最
近
の
消
化
器
病
の
治
療
法
の
進
歩
・

発
展
に
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
消

化
器
が
ん
や
胆
石
症
で
も
大
き
な
切
開
創

を
作
ら
な
い
で
治
療
を
行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
回
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

を
紹
介
す
る
公
開
講
座
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　
11
月
２
日（
土
）14
時
～
17
時

▼
場
所　
高
富
中
央
公
民
館

▼
テ
ー
マ　
「
こ
こ
ま
で
進
ん
だ
消
化
器

病
の
治
療
」

▼
内
容　
３
人
の
消
化
器
病
専
門
医
が
各

方
面
の
新
知
見
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

▼
参
加
費　
無
料

問
Ｊ
Ａ
岐
阜
厚
生
連
岐
北
厚
生
病
院

市
民
公
開
講
座
係

℡
22
―
1
8
1
1　

FAX 

22
―
3
5
1
2

Pick up!

○みかん狩り（知多市）
▼日時　11月24日（日）雨天決行
▼対象者　山県市在住のひとり親家庭
の親子
▼参加費　母子家庭会員親子3,000円・
父子家庭親子5,000円／一家庭に10㎏
お土産付き
▼申込期限　10月25日（金）

○岐阜県母子・父子家庭運動会
▼日時　11月2日（土）
▼場所　岐阜市薮田南二丁目　ヒマラ
ヤアリーナ（岐阜アリーナ）
▼対象者　ひとり親家庭の親子

問福祉課　℡22−6837

ひとり親家庭親子のつどい
参加者募集

お知らせ広場
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議
会
の
放
送

　
平
成
25
年
第
３
回
定
例
会
の
市
長
提
案

と
一
般
質
問
を
放
送
し
ま
す
。

▼
日
時
・
チ
ャ
ン
ネ
ル　
10
月
４
日（
金
）

13
時
～
・
12 
Ch
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
長
良
川
／

10
月
６
日（
日
）13
時
～
・
11 

Ch
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
長
良
川
11（
再
放
送
）

問
議
会
事
務
局
℡
22
―
6
8
4
0

山
県
市
事
業
仕
分
け
の
放
送

　
９
月
28
日
と
29
日
に
行
っ
た
平
成
25
年

度
山
県
市
事
業
仕
分
け
を
放
送
し
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
12
日（
土
）、
10
月
13
日

（
日
）　
い
ず
れ
も
正
午
～
18
時

▼
チ
ャ
ン
ネ
ル　
11 

Ch
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
長

良
川
11

問
企
画
財
政
課
℡
22
―
6
8
2
5

有
線
テ
レ
ビ
利
用
料
の
口
座
振
替

　
有
線
テ
レ
ビ
利
用
料
の
平
成
25
年
度
後

期（
10
月
～
３
月
）の
口
座
振
替
を
行
い
ま

す
。

　
10
月
25
日（
金
）ま
で
に
登
録
口
座
に
振

替
料
金
残
高
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
口
座
振
替
の
登
録
手
続
を
し
て
い
な

い
利
用
者
に
は
別
途
請
求
書
を
郵
送
し
て

い
ま
す
が
、
早
め
に
口
座
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
口
座
振
替
日　
10
月
25
日（
金
）

▼
金
額　
６
，
３
０
０
円（
１
，
０
５
０

円
×
６
カ
月
）

問
有
線
テ
レ
ビ
放
送
施
設
指
定
管
理
者

シ
ー
シ
ー
エ
ヌ（
株
）℡
22
―
6
1
0
0

山
県
ま
ち
づ
く
り
振
興
券
の

使
用
期
限

　
平
成
24
年
度
に
発
行
し
た「
緑
色
」の
山

県
ま
ち
づ
く
り
振
興
券
の
使
用
期
限
は
10

月
31
日
で
す
の
で
、
早
め
に
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。
振
興
券
取
扱
店
は
市
H
P
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

問
企
画
財
政
課
℡
22
―
6
8
2
5

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発

売
中

１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
３
億
９
千
万
円

　
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
や
環
境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
市

民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
の

で
ぜ
ひ
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
発
売
期
間　
10
月
11
日（
金
）ま
で

問
企
画
財
政
課
℡
22
―
6
8
2
5

市
民
座
談
会

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
市
政
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
す
る
場
と
し
て
市
民
座
談

会
を
行
い
ま
す
の
で
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
広
報
９
月
号
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
た
日
程
の
う
ち「
い
わ
桜
小
校
区
」を
10

月
31
日
か
ら
11
月
７
日
に
変
更
し
ま
し
た

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
時
間　
全
会
場
19
時
30
分
～

問
山
県
市
自
治
会
連
合
会
事
務
局（
総
務

課
内
）℡
22
―
6
8
2
0

期日 会場 地区（校区）
10月  3日（木） 高富公民館 高富小
10月  8日（火） 富岡公民館 富岡小
10月  9日（水） 桜尾公民館 桜尾小
10月11日（金） 梅原公民館 梅原小
10月22日（火） 大桑多目的研修集会センター 大桑小
10月24日（木） 伊自良中央公民館 伊自良北小
11月  5日（火） 美山中央公民館 美山小
11月  7日（木） 美山山村開発センター いわ桜小
11月12日（火） 伊自良中央公民館 伊自良南小
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家
具
等
転
倒
防
止
器
具
購
入

費
助
成
事
業

　
高
齢
者
世
帯
や
障
が
い
者
世
帯
な
ど
を

対
象
に
、
家
具
等
転
倒
防
止
器
具
購
入
費

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
世
帯　
山
県
市
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
次
の
①
〜
⑥
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
の
み
の
世
帯

①
65
歳
以
上
の
人
、
②
介
護
保
険
で
要
介

護
３
以
上
の
人
、
③
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
か
ら
３
級
の
人
、
④
療
育
手
帳
Ａ
、
Ａ

１
、
Ａ
２
、
Ｂ
１
の
人
、
⑤
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
級
・
２
級
の
人
、
⑥
難

病
患
者
な
ど

▼
設
置　
山
県
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
無
料
で
器
具
を
設

置
し
ま
す
。

▼
助
成
の
限
度
額　
１
世
帯
あ
た
り
税
込

み
３
，
０
０
０
円
以
内
、
１
回
限
り

▼
申
込
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
記
入
方
法
に
つ
い
て
は
、
山
県
市
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
協
力
機
関　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
山
県
市
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
山
県
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

℡
52
―
3
0
1
0

　
器
具
の
取
付
相
談
、
取
付
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
申
請
代
行
を
行
い
ま
す
。

問
福
祉
課
℡
22
―
6
8
3
7

Pick up!

　保育園・幼稚園児、小・中・高校
生をもつ保護者を対象に、料理教室
を行います。働き盛りで忙しい世代
が簡単に作れるメニューを紹介しま
す。

▼開催日　10月30日（水）
▼時間　10時～13時
▼場所　保健福祉ふれあいセンター
▼参加費　200円
▼持ち物　エプロン・三角巾・タオル
▼定員　30人
▼申込期限　10月23日（水）
▼主催　市食生活改善連絡協議会
問健康介護課　℡22−6839

「保護者のための料理教室」
参加者募集

定期救命講習会の開催
　消防本部は、「普通救命講習Ⅰ」を定期的に
行っています。
　普通救命講習Ⅰは、成人に対する心肺蘇生法、
ＡＥＤの取り扱い、止血法などの応急手当の知
識と技術を学ぶためのコースです。講習修了者
には定期救命講習会の終了後に「普通救命講習
Ⅰ」の修了証を交付します。

　大切な人の命を守るために、あなたにしかで
きないことがあります。救命講習を受講して、
尊い命を救う方法を身につけましょう。

▼講習種別　普通救命講習Ⅰ
▼開催日　毎月第2日曜日

ダイヤル 119 火災・救急・救助は119　消防本部 ℡22-0119

▼講習時間　9時～正午
▼開催場所　消防本部南消防署
▼募集人数　先着10人程度
▼受講資格　市内に在住、在勤または在学して
いる人
▼申込先　消防本部南消防署　℡22−0119
受講を希望する人は、受講予定日の3日前まで
に申し込んでください。

※定期開催以外にも受講者の希望に応じて救命
講習会を行っています。詳しくは、最寄りの消
防署へ問い合わせてください。
南消防署　℡22−0119
北消防署　℡55−2119

お知らせ広場
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10月 子 育 て 予 定 表
定員がある行事は、10月3日(木)9:00〜施設ごとに申込受付を開始します（℡受付可）。
定員になり次第締め切り。詳しくは各施設にお問い合わせください。

日 日時  定 定員  内 内容  持 持ち物  費 材料費（参加費）  備 備考

高富児童館 ℡22-4750
【休館日】 6日・13日・14日・20日・27日

学童行事（市内小学生対象）
お菓子教室〜栗のケーキ・大学イモ〜
日 12日（土） 9:30～11:30　定 15人　費 400円
持 エプロン、三角巾、ふきん、タッパ―大、お茶、ハンカチ
備 高富公民館集合・解散

アレンジフラワー教室～ハロウィンを飾ろう〜
日 19日(土) 10:00～11:30　定 10人　費 500円
持 はさみ、お茶、ハンカチ

将棋クラブ
日 26日(土) 9:30～11:00　定 10人
持 お茶、ハンカチ

エコ工作〜ハロウィンリース〜
日 26日（土） 10:00～11:30　定 10人
持 お茶、ハンカチ、はさみ

パン教室～ハムとチキンナゲットのパン〜
日 11月9日（土） ９:30～11:30　定 15人　費 400円
持 エプロン、三角巾、ふきん、タッパ―大、お茶、ハンカチ
備 高富公民館集合・解散

おもちゃ病院（壊れたおもちゃの修理）
日 21日(月) 10:00～12:00

おもちゃづくり（幼児向け）
箱カメラ
日 22日(火) 10:30～11:30  　定 10組
持 お茶、その他必要品

遊びの提供（未就学児対象・申込不要）
ふれあいタイム～親子あそび～
日 毎週木曜日　10:30～11:00　定 なし

絵本タイム
日 毎週月曜日　10:30～と14:00～　定 なし

遊びの提供（未就学児対象・申込不要）
げんきタイム〜親子遊び〜
日 1日(火)・2日(水)・8日(火)・13日(日)・22日(火)・23日(水)・
　29日(火)・30日(水)　11:00～11:30
定 なし

子どもげんきはうす ℡23-2323
【休館日】 7日・14日・15日・20日・21日・28日

学童行事（市内小学生対象）
元気な力でドッジボール
日 12日（土） 10:00～11:30　定 なし
持 帽子、お茶、タオル（雨天:上ぐつ）

楽しいパン教室〜カメロンパン〜
日 19日（土） 9:15～11:30　定 15人　費 400円
持 エプロン、三角巾、タッパ―大、お茶、ハンドタオル

工作教室〜ハロウィンキャンディーBOX〜
日 26日（土） 10:00～11:30　定 15人
持 お茶、ハンカチ、牛乳パック500ｍl 1個

編み物教室(1回目）〜マフラーを編もう〜
（全2回　次回11月16日）

日 11月9日（土） 10:00～11:30　定 15人
持 毛糸（並太）3～4玉、お茶、ハンカチ

ピヨケロサークル（登録制）
楽しい遠足【1・2歳児合同】
日 9日(水) 10:30～12:00　持 お弁当、お茶、その他必要品
備 場所：岐阜市畜産センター（雨天：高富児童館）

親子でリズムに合わせて！【1・2歳児合同】
日 23日(水) 10:30～11:30
持 お茶、その他必要品、動きやすい服装

木のおもちゃづくり（幼児向け）
のぼるトンボ、機関車(どちらか好きなものを作ります)
日 11日(金) 10:00〜11:30(制作時間は30分です。好きな
時間にきてね。) 　定 15組
費 500円 　 持 汚れてもいい服装

マミーサークル（登録制）
四国山で秋遊び【1・2歳児合同】
日 9日(水) 10:30～11:30　持 お茶、その他必要品
備 場所：四国山公園（雨天：香りドーム）

広報やまがた 2013.10 24



子育て支援センター（子どもげんきはうす内）
【問い合わせ先】℡23-2323　FAX23-2324	 各教室からのお願い 受付:10時まで ※要申込

講座名 対　象 日　時 場　所 内　容 持ち物

ミルキーKids H25/1/1～
4/1生まれ

16日(水)
10:00～11:30

市保健福祉ふれあい
センター 3階集会室

身近にある事故予防と
応急手当

（講師：山県消防職員
救急救命士）

お茶

すくすく教室 1歳児
と保護者 4日（金）

10:00～11:30

洞戸運動公園　
（雨天：子どもげん
きはうす）

遠足（のびっこ合同） お茶
のびっこ教室 2～3歳児

と保護者

小鳩会 1～3歳児
と保護者

18日（金）
10:00～11:30

東深瀬中洞
（雨天順延10月25日） 芋ほり

芋ほり道具、
汚れてもよい
服装、お茶、
芋を入れる袋

のびっこ教室 2～3歳児
と保護者

つくしんぼ教室 1～3歳児
と保護者

Happy Happy Birthday
〜お誕生日のお友達集まれ〜

写真と手形で記念を残しませんか。【持ち物】Ｌ判写真1枚

子 育 て 予 定 表

家庭教育講座
　テーマをもとに子育てについて考えてみましょう。
※託児あります。

【対　象】 子育てにかかわる人ならどなたでも
【日　時】 24日（木）10:00～12:00
【場　所】 子どもげんきはうす
【テーマ】  「愛の充電」足りていますか？
問い合わせ先／
山県家庭教育研究所　℡22-4569（代表：野沢）

おはなしひろば
　お子様の対象年齢にあわせて本の読み聞かせをします。
小さい子は保護者同伴でお願いします。

おはなしピーチクよみきかせ
★【場所】市図書館　℡36-3339  
　【日時】5（土）・12日(土)・19日(土)・26日(土)
　　　　10:30～
★【場所】高富中央公民館図書室　℡22-3351
　【日時】12日(土)　10:30～
みやまジョイフル倶楽部もこもこもこ
　【場所】みやまジョイフル倶楽部図書室　℡55-2608
　【日時】5日（土）・25日（金）　10:00～

わくわくタイム（未就学児対象・要予約）

手づくりで子どものおもちゃ一緒に作りませんか。
◆ビーズおとし

【日時】1日(火)、8日（火） 10:00〜10:30
【定員】10人　【持ち物】ペットボトルキャップ 1個
◆びっくりばこ

【日時】22日(火)、29日（火） 10:00〜10:30
【定員】各10人　【持ち物】牛乳パック　1L 1個

おはなしタイム（未就学児対象・申込不要）

◆絵本の読み聞かせ
（絵本・紙芝居の読み聞かせ、エプロンシアター、
ペープサートなど）
毎週木曜日　10:30〜11:00、13:30〜14:00

まごまご孫育て講座
祖父母の皆さんのかかわりが現代の子どもたちには、とて
も重要な経験になると思います。ぜひ、講座に参加してみ
ませんか。

【テーマ】幸せな話し方を学びませんか？　
　　　　（講師：ハッピートークトレーナー 齊藤忍）

【制　作】簡単おもちゃづくり
　　　　身近にある物を利用しながら、手づくりおもちゃ

を作ります。

日　時　11月7日（木） 10:00～12:00
対　象　お孫さんがいるおじいさん、おばあさん、その家族、

子育て中のパパ＆ママ、テーマに関心のある人
定　員　40名 （託児はありません）
申込日　10月３日（木） 9:00～　
持ち物　はさみ、セロテープ、ペットボトルキャップ3個、

割りばし1膳、のり、カッター、ホチキス、筆記用具、
上ぐつ
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弁護士相談	 市民環境課  ℡22-6828
10日（木）13：00〜14：30 市役所　市民相談室（1階）22日（火）18：00～19：30

弁護士相談 相談日変更のお知らせ
10月の夜間弁護士相談日を変更します。
10月25日（金）→10月22日（火）

※多重債務関係も弁護士相談で受け付けます 
行政相談（電話相談可）	 市民環境課  ℡22-6828

15日（火）13：00〜15：00
市役所　市民相談室（1階）、

（伊）老人福祉センター、
美山支所

よろず相談（電話相談可）	 市民環境課  ℡22-6828
24日（木）13：00〜15：00 市役所　市民相談室（１階）
人権擁護相談（電話相談可）	 福祉課  ℡22-6837

10日（木）13：00〜15：00
市役所　市民相談室（1階）、

（伊）老人福祉センター、
美山支所

介護をほっと語らう会	 健康介護課  ℡22-6838
18日（金）13：30〜15：00 ふれあいセンター

休日診療（診療時間 9:00～13:00、16:00～19:00） 
6日（日）大前医院	 岐阜市太郎丸新屋敷 ℡058-229-3131

13日（日）あらいクリニック	 高富 ℡23-1188
14日（祝）てらしま整形外科	 東深瀬 ℡27-0287
20日（日）鳥澤医院	 大森 ℡36-2311
27日（日）鳥沢クリニック	 高木 ℡22-1088

市民環境課 （消費生活相談窓口） ℡22-6828市総合体育館 ℡22-6622
【夜間休館日　10月20日（日）】

市総合体育館
10月スポーツイベント 

6日(日) ぎふ清流国体・清流大会記念
ソフトボール交流大会

9日(水) 第30回岐阜県レディースバドミントン
大会団体戦

13日(日) 岐阜地区ママさんバレーボール連盟
岐阜地区大会

14日
(月・祝) 第3回全国ママさん冬季予選会

19日(土) 全国体育指導委員会

20日(日) 第35回連盟杯たかとみバレー大会

26日(土)・
27日(日) スボレク記念15年ソフトボール交流大会

27日(日) 山県1級以下昇級審査

くらしのカレンダー10月

消費生活ニュース  !
〜こんなことにご注意を〜

　美容外科などで、高額な施術を勧められたり契約をせかさ
れたりするなどの美容医療サービスに関する相談が、幅広い
年齢層にみられます。
　「施術前、効果に個人差があることや副作用についての説
明がなかった」「施術後に傷あとや痛みが残った」などのトラ

ブルもあります。
　美容医療サービスは医療行為であり、
身体的なリスクを伴います。また、多く
は自由診療で保険適用がなく高額な契約
となります。施術内容、リスク、価格、
施術結果の見通しなどについて十分な説
明を受けたうえで、慎重に判断すること
が重要です。
　少しでも不安や迷いがある場合は、決して
その場では契約しないようにしましょう。

休日診療
3日（日）　：なりみやクリニック　  高富
	 ℡22-1213
4日（月・祝）：にのみやクリニック　  高富
	 ℡22-1717

11月4日
までの
予　定

乳幼児健診	 健康介護課  ℡22-6839
3・4か月児健診
30日（水） 受付13：00～13：15 ふれあいセンター

10・11か月児健診
23日（水） 受付13：00～13：45 ふれあいセンター
1歳6か月児健診

9日（水） 受付13：00～13：45 ふれあいセンター

予防接種	 　健康介護課  ℡22-6839
BCG
31日（木） 受付13：15～14：00 ふれあいセンター

はみがきけんしん（フッ素塗布）	 健康介護課  ℡22-6839
16日（水） 受付13：15～14：00 ふれあいセンター

妊婦歯科健康診査	 健康介護課  ℡22-6839
16日（水） 受付13：00～13：15 ふれあいセンター

乳幼児相談※栄養相談あり	 健康介護課  ℡22-6839
2日（水） 10：00～11：00 ふれあいセンター

すこやか相談（要予約）	 健康介護課  ℡22-6839
25日（金） 13：30～16：30 ふれあいセンター

心の相談（２日前までに要予約）	健康介護課  ℡22-6839
24日（木） 13：30～１5：00 ふれあいセンター

あそびの教室（要予約）	 健康介護課  ℡22-6839
7日（月） 10：00～11：30 ふれあいセンター

21日（月） 10：00〜11：30 ふれあいセンター

献血	 健康介護課  ℡22-6839

6日（日）
9：30～12：00 四国山香りの森公園 

（ふるさと栗まつり）13：30～16：00

説明をしっかり聞かないと…美容医療のトラブル

見守るくん

契約は
慎重にね

「ふれあいセンター」は市保健福祉ふれあいセンター
「（伊）老人福祉センター」は伊自良老人福祉センター 
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夜間窓口開設日（21:00まで開設）
今月は25日（金）です

開設窓口

福祉課（℡22-6837） 徴収対策室（℡22-6843）
税務課（℡22-6822） 健康介護課（℡22-6838）
水道課（℡22-6835）
市民環境課（戸籍・住民係）　℡22-6829
　　　　　（国保・年金係）　℡22-6827

市民環境課 ℡22-6828
不燃ごみ・ 粗大ごみ受付センター ℡23-0108

カン・
白色トレイ

びん・
ペットボトル

不燃ごみ
粗大ごみ

燃える
ごみ

森・南・旭ヶ丘・
蛍ヶ丘・田倉

3日
（11月7日）

17日
21日

月
・
木
曜
日ご
み
袋
は
必
ず
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
午
前
7
時
30
分
ま
で
に
）

大北･石田町･山本･
双葉台･京ヶ洞･星ヶ丘･
南屋敷･石畑･美里

4日
（11月1日） 22日

北町･ 栄町･ 仲町･
本町1、2、３丁目 14日 18日

17日
共和町 18日佐賀･ 見晴台･ 金池 8日

火
・
金
曜
日

東深瀬（向イ・鴻ヶ池を除く） 5日
（11月2日） 15日 9日

向イ･鴻ヶ池･高木東･阿原 10日
高木（高木東･ 阿原を除く） 8日

28日
11日

西深瀬 9日 16日
梅原 10日 23日
桜尾 2日

（11月6日） 15日
7日

（11月8日）

大桑 1日
（11月5日） 8日

長滝・平井・掛・
松尾･上願・大門 7日

（11月4日） 21日 24日
洞田･小倉･大森･藤倉 29日
北山 12日 25日

2日
（11月5日）

葛原 1日
（11月1日）谷合

19日北武芸 24日
2日

（11月5日）
乾 16日 3日

（11月6日）
月
・
木
曜
日

富波 11日 22日岩佐 4日
（11月7日）中洞 16日 24日

～11月8日 

資源ごみ・有害ごみ休日回収日（毎月第4日曜日）
回収区域 出せる資源・有害ごみ 回収日 回収時間 回収場所

市内全域

缶･ペットボトル･びん･
白色トレイ･電池･蛍光
管･電球 27日

9:00～
16:00

市役所北
車庫棟24･25

衣類･電池･蛍光管･電球 8:30～
16:00

市クリーン
センター

有害ごみ（各支所・出張所）回収日 
回収区域 出せる資源・有害ごみ 回収日 回収時間 回収場所

市内全域 電池･蛍光管･
電球

24日
25日

8:30～
17:00

伊自良支所･美山支所
･西武芸出張所

戸籍の窓
市民環境課 ℡22-6829

8月届け出分
この欄は、山県市役所本庁また
は支所の窓口で届出をされた、
本市に住民登録がある人を掲載
しています。（敬称略）

表記できない文字がありますので、あらかじめご了承ください。

高　富	 山岸　紗
さ き

季
	 兼松　芭

は な

奈
	 松田　大

たい せ い

世
	 山本　真

ま お

央
佐　賀	 山元　好

よし ひ ろ

祐
東深瀬	 吉田　結

ゆ め

愛
伊佐美	 小森　優

ゆ う き

希
	 加藤　鈴

り ん か

佳

大　桑	 玉井かえで
	 三井梨

り さ こ

紗子
大　門	 加藤　伴

とも か ず

和
葛　原	 大西　倖

ゆ う が

臥
富　永	 木村　明

め い か

華
岩　佐	 大屋　香

こ な み

海
	 山内　光

こう い ち

一
中　洞	 足立　　芯

こあ

赤ちゃん誕生

10月のごみ収集日 

高　富	 中村　保彦	 45歳
	 鷲見　律子	 75歳
	 丹羽よ志子	 84歳
	 佐藤　和子	 85歳
西深瀬	 大澤すゞゑ	 94歳
高　木	 後藤　一男	 78歳
	 井上はまゑ	 98歳
椎　倉	 平野よ 子	104歳
大　桑	 宇野　敏昭	 75歳

長　滝	 村橋　定光	 83歳
谷　合	 佐野　久良	 72歳
笹　賀	 杉山ふ ゑ	 96歳
富　永	 小森スミ子	 81歳
岩　佐	 恩田三四子	 76歳
	 小山とみゑ	 90歳
	 澤田　慶子	 70歳
中　洞	 山田　隆司	 66歳

おくやみ

※発泡スチロールは、小さくして可燃ごみ袋に入れてください。

人口の動き
総人口 29,242人 （−48人）

世帯数 10,774戸 （−28戸）

男 14,161人 （−4人）
女 15,081人 （−44人）

（平成25年9月1日現在）

高　富	 福本　敦史
	 和田　　瞳
　掛	 臼井　貴紀
	 上野　恵利	 	
小　倉	 髙井　俊明
	 山田　マルガリータ　アビソ

ご結婚おめでとう
東深瀬	 日置　謙仁
	 森山　裕子
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今
月
は
、
広
報
紙
と
広
報
番
組
で
消
防
団
を
特

集
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
広

告
・
Ｃ
Ｍ
す
る
際
に
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
各
メ
デ
ィ
ア
の
弱
点
を
補
う「
メ

デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
」
と
呼
ば
れ
る
手
法
で
、
市
の

広
報
で
は
初
の
試
み
で
す
。
こ
れ
だ
け
テ
レ
ビ
や

携
帯
端
末
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
た
現
在

で
も
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
紙
媒
体
は
メ
デ
ィ
ア

の
主
力
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
今
後
は
、広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
番
組
の
そ
れ
ぞ
れ
の
利
点

を
さ
ら
に
生
か
し
、
役
割
分
担
さ
せ
な
が
ら「
広

報
」し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　　
　
　
（
Ｗ
）

　
消
防
団
特
集
は
わ
た
し
が
担
当
し
ま
し
た
。
退

団
し
て
５
年
以
上
が
た
ち
ま
し
た
が
、
取
材
に
行

く
と
知
っ
た
顔
が
た
く
さ
ん
。
懐
か
し
さ
と
当
時

の
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
年
末

特
別
夜
警
や
操
法
大
会
な
ど
大
変
な
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
今
で
は
本
当
に
い
い
思
い
出
で
す
。
こ

れ
か
ら
新
入
団
員
の
勧
誘
が
始
ま
り
ま
す
。「
消

防
」
と
聞
い
て
す
ぐ
に
拒
否
す
る
こ
と
な
く
、
ま

ず
は
話
し
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
入
団
を

お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
）

編
集
後
記

味
が
魅
力
の
こ
だ
わ
り
卵

　
㈱
山
田
養
鶏
は
、
昭
和
36
年
に
５
人

の
共
同
養
鶏
場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

の
が
前
身
で
す
。
昭
和
41
年
ご
ろ
か
ら

経
営
環
境
が
厳
し
く
な
り
共
同
経
営
者

が
次
々
と
手
を
引
き
、
昭
和
43
年
に
山

田
勝
茂
さ
ん
が
引
き
継
い
だ
後
、
平
成

23
年
、
法
人
化
し
ま
し
た
。

　

山
田
社
長
に
よ
る
と
、
国
内
で
数

パ
ー
セ
ン
ト
し
か
飼
育
さ
れ
て
い
な
い

純
国
産
鶏「
も
み
じ
」を
１
万
８
千
羽
飼

育
し
て
い
る
こ
と
が
、
最
大
の
こ
だ
わ

り
。
こ
の
鶏
は
、
国
内
で
唯
一
育
種
改

良
さ
れ
て
い
る
鶏
で
、
体
が
大
き
く
日

本
の
気
候
や
風
土
に
適
し
て
お
り
育
て

や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

第
２
の
こ
だ
わ
り
は
、
配
合
飼
料
。

お
か
ら
を
発
酵
さ
せ
て
作
っ
た
飼
料

と
、米
ぬ
か
、魚
粉
、パ
プ
リ
カ
、ゴ
マ
、

海
藻
な
ど
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
飼
料
を
与

え
る
こ
と
で
、
黄
身
の
色
が
濃
く
な
り

盛
り
上
が
っ
た
卵
を
産
み
ま
す
。ま
た
、

Ｅ
Ｍ
菌
、
自
家
処
理
イ
オ
ン
水
を
与
え

る
こ
と
で
、
排
泄
物
に
含
ま
れ
る
ア
ン

モ
ニ
ア
の
数
値
が
軽
減
し
ま
す
。

　
国
産
鶏
と
配
合
飼
料
の
絶
妙
な
マ
ッ

チ
ン
グ
で
産
ま
れ
た
卵
の
購
買
客
は
、

大
垣
市
や
郡
上
市
、
名
古
屋
市
な
ど
広

範
囲
に
渡
り
、
売
り
上
げ
の
半
分
近
く

を
直
売
が
占
め
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
Ｊ

Ａ
の
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や
ふ
れ
あ
い

バ
ザ
ー
ル
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
卵
は
ス
ー
パ
ー
の
目
玉
商
品
で「
物

価
の
優
等
生
」と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
反
面
、
収
益
の
圧
迫
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
最
近

は
飼
料
の
高
騰
と
円
安
で
決
し
て
楽
な

ビ
ジ
ネ
ス
で
は
な
い
よ
う
で
す
が
、「
遠

く
か
ら
卵
を
求
め
て
来
店
さ
れ
た
お
客

さ
ん
に『
評
判
を
聞
い
て
き
た
』『
こ
ん

な
お
い
し
い
卵
を
食
べ
た
こ
と
な
か
っ

た
』
と
言
わ
れ
る
と
、
も
っ
と
お
い
し

い
卵
の
生
産
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
ろ
う

と
い
う
気
持
ち
に
な
る
」
と
の
こ
と
で

す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、「
現
在
は
、
後

継
者
の
長
男
が
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人

に
卵
を
食
べ
て
も
ら
お
う
と
ネ
ッ
ト
販

売
を
始
め
た
が
、
な
か
な
か
苦
労
し
て

い
る
よ
う
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
多
少
の

失
敗
は
恐
れ
ず
い
ろ
い
ろ
試
し
て
お
い

し
い
卵
の
生
産
、
販
売
を
続
け
て
い
っ

て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市商工会に協力いただき、
市内の企業を紹介するコーナー

市内企業の紹介　VOL.7

㈱山田養鶏
梅原1630番地　℡22―5372




